
計画策定時 最新値 参考値（注1） 成果目標（期限）

男性：16.6％ 男性：26.9％ 男性：30％
女性：50.3％
（平成26年）

女性：57.6％
（平成29年）

女性：70％
（平成32年）

男性：30.4％ 男性：69.2％

女性：34.3％
(平成26年）

女性：73.7％
(平成29年）

88か所
（平成27年11月）

105か所
（平成29年11月）

113か所
150か所

（平成32年）

25か所
（平成27年11月）

42か所
（42都道府県）
（平成30年３月）

34都道府県
各都道府県に

最低１か所
（平成32年）

男女別数値 男女合計

男性 80.1％
女性 82.0％
（平成26年）

男性 88.9％
女性 87.3％
（平成29年）

88.0%
(平成29年）

66.5％（平手で打つ）
58.2％(なぐるふりをし

て、おどす)
（平成26年）

「平手で打つ」
男性 73.0％
女性 71.9％

「なぐるふりして、おど
す」

男性 59.1％
女性 61.8％
（平成29年）

「平手で打つ」
72.4％

「なぐるふりして、おど
す」

60.5％
（平成29年）

102,963件
（平成26年度）

男性：1,651件
女性：104,716件
（平成28年度）

106,367件
（平成28年度）

59,072件
（平成26年）

男性：10,496件
女性：59,412件

（平成28年）

69,908件
（平成28年）

177,647,627円
（平成26年度）

-
207,488,402円
（平成28年度）

786市町村
（平成27年9月）

-
1002市町村

（平成29年10月）

配偶者暴力防止法に基づく一時保護件数
4,366件

（平成25年度）
-

3,722件
（平成27年度）

3,125件
（平成26年）

-
2,293件

（平成29年）

強姦の認知件数
1,250件

（平成26年）
-

989件
（平成28年）

強制わいせつの認知件数
7,400件

（平成26年）

男性　250件
女性　5,938件
(平成28年）

6,188件
（平成28年）

性的虐待事件の検挙件数
150件

(平成26年)
-

162件
（平成28年）

児童ポルノ事犯の検挙件
数

1,828件
（平成26年）

-
2,097件

（平成28年）

売春防止法違反検挙件数
817件

（平成26年）
-

570件
（平成28年）

人身取引事犯の検挙件数
32件

(平成26年）
-

44件
（平成28年）

7,505人
（平成27年）

-
8,557人

（平成29年）

児童相談所における性的虐待相談対応件数
1,520件

（平成26年度）
-

1,622件
（平成28年度）

婦人相談員の設置数
1,295人

（平成26年度）
-

1,415人
（平成28年度）

11,289件
（平成26年度）

-
7,526件

（平成28年度）

　＊　計画策定後、所要の修正を行ったもの

第７分野　女性に対するあらゆる暴力の根絶

★は政策領域目標を示す。

　【成果目標】

項目

配偶者からの被害を相談した者の割合（男
女別）

―

第4次男女共同参画基本計画における政策領域目標の動向

夫婦間における「平手で打つ」「なぐるふりをして、
おどす」を暴力として認識する人の割合

配偶者からの暴力の相談窓口の周知度（男
女別）

―
男女とも70％
（平成32年）

市町村における配偶者暴力相談支援セン
ターの数

行政が関与する性犯罪・性暴力被害者のた
めのワンストップ支援センター設置数★

（注１）  計画策定時から成果目標の期限に向けて直線的に進捗すると仮定して計算した場合の「最新値」の時点における値。

　（参考指標）

項　目 計画策定時
最新値

配偶者暴力防止法の認知度（男女別）

犯罪件数

性犯罪指定捜査員等として指定された女性警察
官・職員数

都道府県労働局雇用均等室に寄せられたセクシュ
アル・ハラスメントに関する相談件数

配偶者暴力相談支援センターにおける相談件数

警察における配偶者からの暴力事案等相談等件
数＊

地方公共団体から民間シェルターへの財政支援額

配偶者暴力防止基本計画を策定している市町村
数

配偶者暴力防止法に基づく保護命令事件の既済
件数
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女
性
活
躍
加
速
の
た
め
の
重
点
方
針

20
18
策
定
に
向
け
た
今
後
の
進
め
方

第
4次

男
女

共
同

参
画

基
本

計
画

（
平

成
27

年
12

月
閣

議
決

定
）

毎
年

６
月

を
目

途
に

、男
女

共
同

参
画

会
議

の
意

見
を

踏
ま

え
、女

性
活

躍
加

速
の

た
め

の
重

点
方

針
を

決
定

し、
各

府
省

の
概

算
要

求
に

反
映

させ
る

。

３
月

男
女

共
同

参
画

会
議

（
重

点
方

針
20

18
の

策
定

方
針

の
提

示
）

今
後

の
進

め
方

３
～

５
月

重
点

方
針

専
門

調
査

会
女

性
に

対
す

る
暴

力
に

関
す

る
専

門
調

査
会

５
月

下
旬

男
女

共
同

参
画

会
議

（
重

点
方

針
20

18
に

お
い

て
重

点
的

に
取

り組
む

べ
き

事
項

を
意

見
とし

て
取

りま
とめ

）

６
月

上
旬

す
べ

て
の

女
性

が
輝

く社
会

づ
くり

本
部

（
重

点
方

針
20

18
の

決
定

）
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第
２
次
安
倍
内
閣
発
足
時
か
ら
の
女
性
活
躍
の
進
捗

第
２
次
安
倍
内
閣
以
降
、女
性
活
躍
の
取
組
が
急
速
に
拡
大
。
機
運
が
高
ま
り、
国
内
外
で
の
連
携
・共
鳴
が
広
が
って
い
る
。

○
「日

本
再

興
戦

略
」及

び
そ

の
改

訂
版

に
明

記
成

長
戦

略
の

中
核

に
女

性
の

活
躍

を
位

置
付

け
（

20
13

年
～

）

○
「待

機
児

童
解

消
加

速
化

プ
ラン

」
の

策
定

(2
01

3年
）

○
育

児
休

業
給

付
の

充
実

（
20

14
年

４
月

施
行

)

○
「国

際
女

性
会

議
Ｗ

Ａ
Ｗ

！
」を

開
催

(2
01

4年
9月

、2
01

5年
8月

、2
01

6年
12

月
、2

01
7年

11
月

）

○
「女

性
活

躍
加

速
の

た
め

の
重

点
方

針
」の

策
定

（
20

15
年

～
）

女
性

活
躍

の
加

速
の

観
点

を
、各

府
省

の
概

算
要

求
等

に
反

映
す

る
こと

を
目

的
とし

て
毎

年
策

定

○
第

４
次

男
女

共
同

参
画

基
本

計
画

の
閣

議
決

定
（

20
15

年
12

月
）

男
女

共
同

参
画

・女
性

活
躍

推
進

に
係

る
今

後
５

年
間

の
基

本
的

な
方

向
な

どを
定

め
た

法
定

計
画

○
国

の
公

共
調

達
に

お
い

て
ワ
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バ
ラン

ス
等
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進

企
業
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加
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評
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す

る
指

針
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定

（
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年
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月

）

○
「女

性
活

躍
推

進
法

」が
完

全
施

行
（

20
16

年
４

月
）

○
G７

伊
勢

志
摩

サ
ミッ

トの
首

脳
会

合
及

び
全

て
の

関
係

閣
僚

会
合

に
お

い
て

「女
性

活
躍

推
進

」を
ア

ジ
ェン

ダに
設

定
（

ジ
ェン

ダー
主

流
化

）
（

20
16

年
５

月
）

○
「子

育
て

安
心

プ
ラン

」の
公

表
（

20
17

年
６

月
）

○
刑

法
の

一
部

改
正

（
強

姦
罪

の
構

成
要

件
及

び
法

定
刑

の
見

直
し等

）
（

20
17

年
7月

施
行

）

○
国

家
公

務
員

の
旧

姓
使

用
の

拡
大

（
20

17
年

９
月

）

○
女

性
の

就
業

者
数

が
５

年
で

20
1万

人
増

加
（

20
12

～
17

年
）

※
就

業
者

数
は

全
体

（
男

性
・女

性
）

で
25

1万
人

増
加

。ま
た

、女
性

の
生

産
年

齢
人

口
は

減
少

して
い

る
が

、女
性

の
就

業
者

数
は

６
年

連
続

で
増

加
。

○
子

育
て

期
（

25
～

44
歳

）
の

女
性

の
就

業
率

が
上

昇
67

.7
％

(2
01

2年
）

⇒
74

.3
％

（
20

17
年

）

○
第

１
子

出
産

前
後

の
妻

の
継

続
就

業
率

これ
ま

で
４

割
前

後
で

推
移

⇒
53

.1
%

(2
01

0～
14

年
)

○
上

場
企

業
の

女
性

役
員

数
が

２
倍

以
上

に
増

加
63

0名
(2

01
2年

７
月

）
⇒

1,
51

0名
（

20
17

年
７

月
）

○
民

間
企

業
（

10
0人

以
上

）
の

役
職

者
に占

め
る女

性
の

割
合

が
上

昇
係

長
級

14
.4

％
（

20
12

年
）

⇒
18

.４
％

（
20

17
年

）
課

長
級

7.
9％

（
20

12
年

）
⇒

10
.9
％

（
20

17
年

）
部

長
級

4.
9％

（
20

12
年

）
⇒

6.
3％

（
20

17
年

）

○
国

家
公

務
員

の
各

役
職

段
階

に
占

め
る

女
性

の
割

合
が

上
昇

・本
省

課
室

長
相

当
職

2.
7％

（
20

13
年

１
月

）
⇒

4.
4％

（
20

17
年

７
月

）
・指

定
職

相
当

1.
6％

（
20

13
年

１
月

）
⇒

3.
8％

（
20

17
年

７
月

）

○
「輝

く女
性

の
活

躍
を加

速
す

る男
性

リー
ダー

の
会

」が
行

動
宣

言
を公

表
（

20
14

年
６

月
）

、賛
同

者
も増

加
９

名
(2

01
4年

６
月

）
⇒

16
3名

（
20

18
年

２
月

）

○
UN

W
om

en
 が

、ジ
ェン

ダー
平

等
を

推
進

す
る

世
界

の
政

治
的

トッ
プ

リー
ダー

10
人

に
安

倍
総

理
を

、世
界

の
トッ

プ
大

学
10

校
に

名
古

屋
大

学
を

選
出

（
20

15
年

６
月

）

○
内

外
へ

の
影

響
○

第
２

次
安

倍
内

閣
以

降
の

取
組
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［
男
女
の
地
位
の
平
等
感
］


女

性
活

躍
は

一
定

の
成

果
が

上
げ

られ
た

一
方

、未
だ

“男
社

会
”で

あ
る

我
が

国
に

お
い

て
、女

性
が

抱
え

る
様

々
な

困
難

や
制

約
は

、解
決

す
べ

き
課

題
とし

て
認

識
され

て
い

な
い

男
女
共
同
参
画
社
会
に
関
す
る
現
状

「平
等

」と
答

え
た

者
の

割
合

が
、「

社
会

全
体

」、
「職

場
」、

「政
治

の
場

」、
「社

会
通

念
・慣

習
・し

き
た

りな
ど」

で
低

くな
って

い
る

。

（
出

典
）

内
閣

府
大

臣
官

房
政

府
広

報
室

「男
女

共
同

参
画

社
会

に
関

す
る

世
論

調
査

」（
平

成
28

年
9月

調
査

）
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社
会
通
念
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慣
習
・
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き
た
り
な
ど

自
治
会
や

PT
Aな

ど
の
地
域
活
動
の
場

男
性

の
方

が
非

常
に
優
遇
さ
れ
て
い
る

％
ど
ち
ら
か

と
い
え
ば

男
性

の
方

が
優

遇
さ
れ

て
い
る

％
平
等

％

わ
か

ら
な
い

％
ど
ち
ら
か

と
い
え
ば

女
性

の
方

が
優

遇
さ
れ

て
い
る

％
女
性
の
方
が
非
常
に
優
遇
さ
れ
て
い
る

％
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（
％

）

平
成

＜
女
性

＞

雇
用
に
お
け
る
現
状

［
男
女
間
賃
金
格
差
の
国
際
比
較
］

資
料

出
所

：
労

働
政

策
研

究
・研

修
機

構
「デ

ー
タブ

ック
国

際
労

働
比

較
20

17
」

（
備

考
）

1.
諸

外
国

の
デ

ー
タは

原
則

，
産

業
計

の
賃

金
額

よ
り算

出
。労

働
者

の
範

囲
は

国
に

よ
り異

な
る

場
合

が
あ

る
。日

本
は

一
般

労
働

者
（

10
人

以
上

）
の

1か
月

当
た

り所
定

内
給

与
額

。

国
際

的
に

み
る

と、
日

本
に

お
け

る
男

女
間

の
賃

金
格

差
は

大
き

い
。

［
年
齢
階
級
別
非
正
規
雇
用
者
の
割
合
の
推
移
］

女
性

の
非

正
規

雇
用

者
の

割
合

は
、近

年
や

や
低

下
傾

向
に

あ
る

も
の

の
、男

性
と比

べ
高

い
。

4

（
備

考
）

１
．

平
成

２
年

か
ら平

成
13

年
ま

で
は

総
務

庁
「労

働
力

調
査

特
別

調
査

」（
各

年
２

月
）

よ
り，

14
年

以
降

は
総

務
省

「労
働

力
調

査
（

詳
細

集
計

）
」（

年
平

均
）

よ
り作

成
。「

労
働

力
調

査
特

別
調

査
」と

「労
働

力
調

査
（

詳
細

集
計

）
」と

で
は

，
調

査
方

法
，

調
査

月
等

が
相

違
す

る
こ

とか
ら，

時
系

列
比

較
に

は
注

意
を

要
す

る
。

２
．

「非
正

規
の

職
員

・従
業

員
」は

，
平

成
20

年
ま

で
は

「パ
ー

ト・
ア

ル
バ

イ
ト」

，
「労

働
者

派
遣

事
業

所
の

派
遣

社
員

」，
「契

約
社

員
・嘱

託
」及

び
「そ

の
他

」の
合

計
，

21
年

以
降

は
，

新
た

に
こ

の
項

目
を

設
け

て
集

計
した

値
。

３
．

非
正

規
雇

用
者

の
割

合
は

，
「非

正
規

の
職

員
・従

業
員

」／
（

「正
規

の
職

員
・従

業
員

」＋
「非

正
規

の
職

員
・従

業
員

」）
×

10
0。

４
．

平
成

23
年

値
は

，
岩

手
県

，
宮

城
県

及
び

福
島

県
に

つ
い

て
総

務
省

が
補

完
的

に
推

計
した

値
。

男
女

間
の

賃
金

格
差

は
縮

小
傾

向
に

は
あ

る
が

、
男

性
10

0に
対

し女
性

73
.4

と格
差

が
あ

る
（

一
般

労
働

者
） ［
男
女
間
賃
金
格
差
の
推
移
］
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の
う
ち
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社
員
・
正
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員

（
備

考
）

1.
厚

生
労

働
省

「賃
金

構
造

基
本

統
計

調
査

」よ
り作

成
2.

「一
般

労
働

者
」は

、常
用

労
働

者
の

うち
、「

短
時

間
労

働
者

」以
外

の
者

を
い

う。
3.

「短
時

間
労

働
者

」は
、常

用
労

働
者

の
うち

、１
日

の
所

定
内

労
働

時
間

が
一

般
の

労
働

者
よ

りも
短

い
又

は
１

日
の

所
定

労
働

時
間

が
一

般
の

労
働

者
と同

じ
で

も
１

週
の

所
定

労
働

日
数

が
一

般
の

労
働

者
よ

りも
少

な
い

労
働

者
を

い
う。

平
成

16
年

ま
で

「パ
ー

トタ
イム

労
働

者
」の

名
称

で
調

査
して

い
た

が
、定

義
は

同
じ

で
あ

る
。

4.
「正

社
員

・正
職

員
」と

は
、事

業
所

で
正

社
員

、正
職

員
とす

る
者

を
い

う。
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［
ひ
とり
親
世
帯
の
状
況
］

（
出

典
）

厚
生

労
働

省
平

成
28

年
度

全
国

ひ
とり

親
世

帯
等

調
査

結
果

※
「平

均
年

間
就

労
収

入
」は

平
成

27
年

の
1年

間
の

収
入

。
※

集
計

結
果

の
構

成
割

合
に

つ
い

て
は

、原
則

とし
て

、「
不

詳
」と

な
る

回
等

（
無

記
入

や
誤

記
入

等
）

が
あ

る
場

合
は

、分
母

とな
る

総
数

に
不

詳
数

を
含

め
て

算
出

した
値

（
比

率
）

を
表

して
い

る
。

母
子

世
帯

に
お

け
る

就
労

収
入

は
父

子
世

帯
に

比
較

して
低

い
。

約
10

人
に

1人
の

女
性

が
、配

偶
者

か
らの

暴
力

を
複

数
回

経
験

して
い

る
。 6.

8 9.
7 

3.
5 

13
.5
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.0
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.1
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.5
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6 

4.
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2.
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0%
20

%
40

%
60

%
80

%
10

0%

総
数

女
性

男
性

何
度

も
あ

った
１

、２
度

あ
った

ま
った

くな
い

無
回

答

[「
身
体
的
暴
行
」「
心
理
的
攻
撃
」「
経
済
的
圧
迫
」「
性
的
強
要
」の
い
ず
れ
か

1つ
で
も
受
け
た
こと
が
あ
る
と答

え
た
割
合

]

（
出

典
）

内
閣

府
「平

成
26

年
度

男
女

間
に

お
け

る
暴

力
に

関
す

る
調

査
」

※
配

偶
者

：
婚

姻
届

を
出

して
い

な
い

事
実

婚
や

別
居

中
の

夫
婦

、元
配

偶
者

（
離

別
・死

別
した

相
手

、事
実

婚
を

解
消

した
相

手
）

を
含

む
。

母
子

世
帯

父
子

世
帯

12
3.

2万
世

帯
18

.7
万

世
帯

81
.8

%
85

.4
%

就
業

者
の

うち
正

規
の

職
員

・従
業

員
44

.2
%

68
.2

%

　　
　　

　　
うち

自
営

業
3.

4%
18

.2
%

　　
　　

　　
うち

　パ
ー

ト・
アル

バ
イト

等
43

.8
%

6.
4%

20
0万

円
39

8万
円

24
.3

%
3.

2%
離

婚
した

父
親

又
は

母
親

から
の養

育
費

の受
給

状
況

「現
在

も受
けて

いる
」

平
均

年
間

就
労

収
入

［
母

又
は

父
自

身
の就

労
収

入
］

世
帯

数
［

推
計

値
］

就
業

状
況

困
難
を
抱
え
た
女
性
、女
性
に
対
す
る
暴
力
に
関
す
る
現
状

5


ひとり親世帯調査

						母子世帯 ボシ セタイ		父子世帯 フシ セタイ

		世帯数［推計値］ セタイスウ スイケイチ				123.2万世帯 マン セタイ		18.7万世帯 マン セタイ

		就業状況 シュウギョウ ジョウキョウ				81.8%		85.4%

				就業者のうち正規の職員・従業員 シュウギョウシャ セイキ ショクイン ジュウギョウイン		44.2%		68.2%

				　　　　　　うち自営業 ジエイギョウ		3.4%		18.2%

				　　　　　　うち　パート・アルバイト等 トウ		43.8%		6.4%

		平均年間就労収入［母又は父自身の就労収入］ ヘイキン ネンカン シュウロウ シュウニュウ ハハ マタ チチ ジシン シュウロウ シュウニュウ				200万円 マンエン		398万円 マンエン

		離婚した父親又は母親からの養育費の受給状況「現在も受けている」 リコン チチオヤ マタ ハハオヤ ヨウイクヒ ジュキュウ ジョウキョウ ゲンザイ ウ				24.3%		3.2%



【機密性2情報】		




男女共同参画世論調査

				該当者数		男性の方が優遇されている（小計）		男性の方が非常に優遇されている		どちらかといえば男性の方が優遇されている		平等		女性の方が優遇されている（小計）		わからない		どちらかといえば女性の方が優遇されている		女性の方が非常に優遇されている

				人		％		％		％		％		％		％		％		％

		社会全体 シャカイ ゼンタイ		3,059		74.2		9.7		64.5		21.1		3		1.7		2.8		0.2

		家庭生活 カテイ セイカツ		3059		43.4		7.8		35.7		47.4		6.8		2.4		5.9		0.8

		職場 ショクバ		3,059		56.6		15.1		41.5		29.7		4.7		9		4.1		0.6

		学校教育の場 ガッコウ キョウイク バ		3059		16		2.5		13.5		66.4		3.2		14.4		2.9		0.3

		政治の場 セイジ バ		3059		73.5		27.1		46.3		18.9		2.3		5.4		2		0.3

		法律や制度の上 ホウリツ セイド ウエ		3059		45.2		10.6		34.7		40.8		5.7		8.3		5		0.7

		社会通念・慣習・しきたりなど シャカイ ツウネン カンシュウ		3059		70.4		17.6		52.8		21.8		3.2		4.6		2.8		0.4

		自治会やPTAなどの地域活動の場 ジチカイ チイキ カツドウ バ		3059		33.5		6.8		26.7		47.2		11.8		7.5		10.5		1.3





家庭生活	職場	学校教育の場	政治の場	法律や制度の上	社会通念・慣習・しきたりなど	自治会やPTAなどの地域活動の場	家庭生活	職場	学校教育の場	政治の場	法律や制度の上	社会通念・慣習・しきたりなど	自治会やPTAなどの地域活動の場	

家庭生活	職場	学校教育の場	政治の場	法律や制度の上	社会通念・慣習・しきたりなど	自治会やPTAなどの地域活動の場	7.8	15.1	2.5	27.1	10.6	17.600000000000001	6.8	

家庭生活	職場	学校教育の場	政治の場	法律や制度の上	社会通念・慣習・しきたりなど	自治会やPTAなどの地域活動の場	35.700000000000003	41.5	13.5	46.3	34.700000000000003	52.8	26.7	

家庭生活	職場	学校教育の場	政治の場	法律や制度の上	社会通念・慣習・しきたりなど	自治会やPTAなどの地域活動の場	47.4	29.7	66.400000000000006	18.899999999999999	40.799999999999997	21.8	47.2	家庭生活	職場	学校教育の場	政治の場	法律や制度の上	社会通念・慣習・しきたりなど	自治会やPTAなどの地域活動の場	

家庭生活	職場	学校教育の場	政治の場	法律や制度の上	社会通念・慣習・しきたりなど	自治会やPTAなどの地域活動の場	2.4	9	14.4	5.4	8.3000000000000007	4.5999999999999996	7.5	

家庭生活	職場	学校教育の場	政治の場	法律や制度の上	社会通念・慣習・しきたりなど	自治会やPTAなどの地域活動の場	5.9	4.0999999999999996	2.9	2	5	2.8	10.5	

家庭生活	職場	学校教育の場	政治の場	法律や制度の上	社会通念・慣習・しきたりなど	自治会やPTAなどの地域活動の場	0.8	0.6	0.3	0.3	0.7	0.4	1.3	





該当者数	人	

家庭生活	職場	学校教育の場	政治の場	法律や制度の上	社会通念・慣習・しきたりなど	自治会やPTAなどの地域活動の場	男性の方が優遇されている（小計）	％	

家庭生活	職場	学校教育の場	政治の場	法律や制度の上	社会通念・慣習・しきたりなど	自治会やPTAなどの地域活動の場	男性の方が非常に優遇されている	％	

家庭生活	職場	学校教育の場	政治の場	法律や制度の上	社会通念・慣習・しきたりなど	自治会やPTAなどの地域活動の場	7.8	15.1	2.5	27.1	10.6	17.600000000000001	6.8	どちらかといえば男性の方が優遇されている	％	

家庭生活	職場	学校教育の場	政治の場	法律や制度の上	社会通念・慣習・しきたりなど	自治会やPTAなどの地域活動の場	35.700000000000003	41.5	13.5	46.3	34.700000000000003	52.8	26.7	平等	％	

家庭生活	職場	学校教育の場	政治の場	法律や制度の上	社会通念・慣習・しきたりなど	自治会やPTAなどの地域活動の場	47.4	29.7	66.400000000000006	18.899999999999999	40.799999999999997	21.8	47.2	女性の方が優遇されている（小計）	％	

家庭生活	職場	学校教育の場	政治の場	法律や制度の上	社会通念・慣習・しきたりなど	自治会やPTAなどの地域活動の場	わからない	％	

家庭生活	職場	学校教育の場	政治の場	法律や制度の上	社会通念・慣習・しきたりなど	自治会やPTAなどの地域活動の場	2.4	9	14.4	5.4	8.3000000000000007	4.5999999999999996	7.5	どちらかといえば女性の方が優遇されている	％	

家庭生活	職場	学校教育の場	政治の場	法律や制度の上	社会通念・慣習・しきたりなど	自治会やPTAなどの地域活動の場	5.9	4.0999999999999996	2.9	2	5	2.8	10.5	女性の方が非常に優遇されている	％	

家庭生活	職場	学校教育の場	政治の場	法律や制度の上	社会通念・慣習・しきたりなど	自治会やPTAなどの地域活動の場	0.8	0.6	0.3	0.3	0.7	0.4	1.3	







該当者数	人	

社会全体	家庭生活	職場	学校教育の場	政治の場	法律や制度の上	社会通念・慣習・しきたりなど	自治会やPTAなどの地域活動の場	男性の方が優遇されている（小計）	％	

社会全体	家庭生活	職場	学校教育の場	政治の場	法律や制度の上	社会通念・慣習・しきたりなど	自治会やPTAなどの地域活動の場	男性の方が非常に優遇されている	％	

社会全体	家庭生活	職場	学校教育の場	政治の場	法律や制度の上	社会通念・慣習・しきたりなど	自治会やPTAなどの地域活動の場	9.6999999999999993	7.8	15.1	2.5	27.1	10.6	17.600000000000001	6.8	どちらかといえば男性の方が優遇されている	％	

社会全体	家庭生活	職場	学校教育の場	政治の場	法律や制度の上	社会通念・慣習・しきたりなど	自治会やPTAなどの地域活動の場	64.5	35.700000000000003	41.5	13.5	46.3	34.700000000000003	52.8	26.7	平等	％	

社会全体	家庭生活	職場	学校教育の場	政治の場	法律や制度の上	社会通念・慣習・しきたりなど	自治会やPTAなどの地域活動の場	21.1	47.4	29.7	66.400000000000006	18.899999999999999	40.799999999999997	21.8	47.2	女性の方が優遇されている（小計）	％	

社会全体	家庭生活	職場	学校教育の場	政治の場	法律や制度の上	社会通念・慣習・しきたりなど	自治会やPTAなどの地域活動の場	わからない	％	

社会全体	家庭生活	職場	学校教育の場	政治の場	法律や制度の上	社会通念・慣習・しきたりなど	自治会やPTAなどの地域活動の場	1.7	2.4	9	14.4	5.4	8.3000000000000007	4.5999999999999996	7.5	どちらかといえば女性の方が優遇されている	％	

社会全体	家庭生活	職場	学校教育の場	政治の場	法律や制度の上	社会通念・慣習・しきたりなど	自治会やPTAなどの地域活動の場	2.8	5.9	4.0999999999999996	2.9	2	5	2.8	10.5	女性の方が非常に優遇されている	％	

社会全体	家庭生活	職場	学校教育の場	政治の場	法律や制度の上	社会通念・慣習・しきたりなど	自治会やPTAなどの地域活動の場	0.2	0.8	0.6	0.3	0.3	0.7	0.4	1.3	









DV

				何度もあった ナンド		１、２度あった ド		まったくない		無回答 ムカイトウ

		総数 ソウスウ		6.8		13.5		76.1		3.6

		女性 ジョセイ		9.7		14.0		72.1		4.2

		男性 ダンセイ		3.5		13.1		80.5		2.9



何度もあった	

総数	女性	男性	6.8	9.6999999999999993	3.5	１、２度あった	

総数	女性	男性	13.5	14	13.1	まったくない	

総数	女性	男性	76.099999999999994	72.099999999999994	80.5	無回答	

総数	女性	男性	3.6	4.2	2.9	











健
康
・ス
ポ
ー
ツ
分
野
に
お
け
る
現
状

子
宮

が
ん

、乳
が

ん
検

診
の

受
診

率
は

未
だ

低
い

。
（

目
標

値
は

、い
ず

れ
も

50
％

）
ス

ポ
ー

ツ団
体

に
お

け
る

女
性

役
職

員
比

率
は

10
.7

%
。

（
備

考
）

１
．

出
典

日
本

体
育

協
会

「女
性

の
政

策
・方

針
決

定
過

程
へ

の
参

画
状

況
調

べ
」

２
.

平
成

29
年

（
８

月
）

現
在

３
．

回
答

団
体

数
11

9団
体

４
．

総
役

員
数

3,
12

9名
５

．
女

性
役

員
数
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性
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.7
％

男
性

89
.3
％

［
ス
ポ
ー
ツ
団
体
に
お
け
る
女
性
役
職
員
の
比
率
］

［
子
宮
が
ん
（
子
宮
頸
が
ん
）
、乳
が
ん
検
診
の
受
診
率
の
推
移
］
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平
成

1
6

1
9

2
2

2
5

2
8

子
宮

が
ん

（
子

宮
頸

が
ん

）
検

診
（
過
去

１
年
間

）

子
宮

が
ん

（
子

宮
頸

が
ん

）
検

診
（
過
去

２
年
間

）

乳
が

ん
検

診
（

過
去

１
年

間
）

乳
が

ん
検

診
（

過
去

２
年

間
）

（
％
）

（
年

）
（

備
考

）
１

．
厚

生
労

働
省

「国
民

生
活

基
礎

調
査

」よ
り作

成
。

２
．

子
宮

が
ん

検
診

に
つ

い
て

は
，

平
成

22
年

ま
で

は
「子

宮
が

ん
検

診
」，

25
年

は
「子

宮
が

ん
（

子
宮

頸
が

ん
）

検
診

」と
して

調
査

。
３

．
受

診
率

は
，

「検
診

受
診

者
数

」／
「対

象
年

齢
の

世
帯

人
員

数
（

入
院

者
除

く。
）

」
×

10
0に

よ
り算

出
。な

お
，

対
象

年
齢

は
，

「子
宮

が
ん

（
子

宮
頸

が
ん

）
検

診
」が

20
～

69
歳

，
「乳

が
ん

検
診

」が
40

～
69

歳
。

6
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民
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企
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国
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公
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員
地

方
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務
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男
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の
家
事
・育
児
等
へ
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参
画
に
お
け
る
現
状
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本
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イ
ギ
リ
ス

フ
ラ
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ス

ド
イ
ツ

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

ノ
ル
ウ
ェ
ー

家
事
・
育
児
関
連
時
間
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46

2:
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3:
00

3:
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49

1:
20

1:
00

0:
40

0:
59 1:

07 1:
13

0:
00

1:
00

2:
00

3:
00

4:
00

う
ち
育
児
の
時
間

※
「
第

4次
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
」
に
お
け
る

20
20
年
の

6歳
未
満
の
子
ど
も
を
持
っ
た
夫
の
育
児
・
家
事
関
連
時
間
は

2時
間

30
分
が
目
標
。

総
務
省
「
平
成

28
年
社
会
生
活
基
本
調
査
」
、

Bu
re

au
 o

f L
ab

or
 S

ta
tis

tic
s 

of
 U

.S
. “

Am
er

ic
an

 T
im

e 
Us

e 
Su

rv
ey

” 
(2

01
6)
及
び

Eu
ro

st
at

 “
H

ow
 E

ur
op

ea
ns

 S
pe

nd
 T

he
ir 

Ti
m

e 
Ev

er
yd

ay
 L

ife
 o

f W
om

en
 a

nd
 M

en
”（

20
04
）
よ
り
作
成
。

妻
夫

2:
30

「
第
４
次
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
」
に
お
け

る
目
標

［
６
歳
未
満
の
子
供
を
持
つ
夫
婦
の
家
事
・育
児
関
連
時
間

（
週
全
体
１
日
当
た
り）

］

［
６
歳
未
満
の
子
ども
を
も
つ
夫
の
家
事
関
連
の
行
動
者
率
（
曜
日
別
週
平
均
）
］

［
男
性
の
育
児
休
業
取
得
率
の
推
移
］

６
歳

未
満

の
子

供
を

持
つ

我
が

国
の

男
性

が
家

事
・育

児
等

に
関

わ
る

時
間

は
、諸

外
国

に
比

べ
て

短
時

間

６
歳

未
満

の
子

供
を

持
つ

共
働

き
世

帯
で

も
、家

事
・育

児
に

関
わ

って
い

な
い

男
性

が
大

半
育

児
休

業
取

得
率

は
、民

間
企

業
、国

家
公

務
員

、地
方

公
務

員
とも

に
上

昇
傾

向
に

あ
る

が
、依

然
とし

て
低

水
準

。

（
備

考
）

1.
国

家
公

務
員

は
、平

成
21

年
度

ま
で

は
総

務
省

・人
事

院
「女

性
国

家
公

務
員

の
採

用
・登

用
の

拡
大

状
況

等
の

フォ
ロー

ア
ップ

の
実

施
結

果
」、

22
年

度
か

ら2
4年

度
は

「女
性

国
家

公
務

員
の

登
用

状
況

及
び

国
家

公
務

員
の

育
児

休
業

の
取

得
状

況
の

フォ
ロー

ア
ップ

」、
25

年
度

は
内

閣
官

房
内

閣
人

事
局

・人
事

院
「女

性
国

家
公

務
員

の
登

用
状

況
及

び
国

家
公

務
員

の
育

児
休

業
等

の
取

得
状

況
の

フォ
ロー

ア
ップ

」、
26

年
度

か
ら2

8年
度

は
内

閣
官

房
内

閣
人

事
局

「女
性

国
家

公
務

員
の

登
用

状
況

及
び

国
家

公
務

員
の

育
児

休
業

等
の

取
得

状
況

の
フォ

ロー
ア

ップ
」よ

り作
成

。
2.

地
方

公
務

員
は

、総
務

省
「地

方
公

共
団

体
の

勤
務

条
件

等
に

関
す

る
調

査
結

果
」よ

り作
成

。
3.

育
児

休
業

取
得

率
の

算
出

方
法

は
、当

該
年

度
中

に
子

が
出

生
した

者
の

数
に

対
す

る
当

該
年

度
中

に
新

た
に

育
児

休
業

を
取

得
した

者
（

再
度

の
育

児
休

業
者

を
除

く）
の

数
の

割
合

4.
東

日
本

大
震

災
の

た
め

、国
家

公
務

員
の

22
年

度
値

は
、調

査
の

実
施

が
困

難
な

官
署

に
在

勤
す

る
職

員
（

85
0人

）
を

除
く。

地
方

公
務

員
の

22
年

度
値

は
、岩

手
県

の
１

市
１

町
、宮

城
県

の
１

町
を

除
く。
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－
夫

が
有

業
で

妻
が

無
業

の
世

帯
－

－
妻

・夫
とも

に
有

業
の

世
帯

（
共

働
き

）
－

（
備

考
）

１
．

総
務

省
「社

会
生

活
基

本
調

査
」（

20
16

）
よ

り作
成

。
２

．
数

値
は

「夫
婦

と子
供

の
世

帯
」に

お
け

る
6歳

未
満

の
子

ども
を

も
つ

夫
の

1日
当

た
りの

家
事

関
連

の
行

動
者

率
。

※
行

動
者

率
・・

・該
当

す
る

種
類

の
行

動
を

した
人

の
割

合
（

％
）

※
非

行
動

者
率

・・
・1

00
％

－
行

動
者

率
で

算
出

して
い

る
。

注
）

社
会

生
活

基
本

調
査

に
お

い
て

は
、1

5分
単

位
で

行
動

を
報

告
す

る
こと

に
な

って
い

る
た

め
、短

時
間

の
行

動
は

報
告

され
な

い
可

能
性

が
あ

る
こと

に
留

意
が

必
要

。

行
動

者
率

非
行

動
者

率
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経
済
分
野
に
お
け
る
女
性
活
躍
の
現
状

●
管

理
的

職
業

従
事

者
に

占
め

る
女

性
割

合
（

O
EC

D
諸

国
）

●
上

場
企

業
役

員
に

占
め

る
女

性
割

合
（

O
EC

D
諸

国
）

●
管

理
的

職
業

従
事

者
に

占
め

る
女

性
割

合
の

推
移

（
日

本
）

●
上

場
企

業
役

員
に

占
め

る
女

性
割

合
の

推
移

（
日

本
）

（
備

考
）

１
．

総
務

省
「労

働
力

調
査

（
基

本
集

計
）

」よ
り作

成
。

２
．

総
務

省
「労

働
力

調
査

」で
は

、「
管

理
的

職
業

従
事

者
」と

は
、就

業
者

の
うち

、会
社

役
員

、
企

業
の

課
長

相
当

職
以

上
、管

理
的

公
務

員
等

。

（
備

考
）

１
．

O
EC

D
” 

So
ci

al
 a

nd
 W

el
fa

re
 S

ta
tis

tic
s”

よ
り作

成
。2

01
6年

の
値

。
２

．
EU

、ア
イス

ラン
ド、

ノル
ウ

ェイ
及

び
トル

コは
、各

国
の

優
良

企
業

銘
柄

50
社

が
対

象
。他

の
国

は
M

SC
I 

AC
W

I,
 W

or
ld

, E
AF

E,
 E

m
er

gi
ng

 
M

ar
ke

ts
 in

de
x構

成
銘

柄
及

び
大

型
、中

型
銘

柄
の

企
業

が
対

象
。

平
均

：
20

.0
%

3.
4

12
.9

12
.4

13
.2

47
.3

12
.9

平
均

：
32

.1
%

44
.0

（
備

考
）

１
．

東
洋

経
済

新
報

社
「役

員
四

季
報

」（
20

17
年

版
）

よ
り作

成
。

２
．

調
査

時
点

は
原

則
とし

て
各

年
7月

31
日

現
在

。調
査

対
象

は
全

上
場

企
業

。ジ
ャス

ダッ
ク

上
場

会
社

を
含

む
。

0.
6

3.
7

3.
4

2.
8

（
年

） （
年

）

8

（
備

考
）

IL
O

”I
LO

ST
AT

”よ
り作

成
。ニ

ュー
ジ

ー
ラン

ドは
20

08
年

、ア
メリ

カは
20

13
年

、カ
ナ

ダは
20

14
年

、韓
国

は
20

15
年

、ト
ル

コ、
チ

リ、
ス

ペ
イン

、ス
イス

、ポ
ル

トガ
ル

、メ
キ

シ
コ、

ノル
ウ

ェー
及

び
ス

ウ
ェー

デ
ン

は
20

17
年

、そ
の

他
の

国
は

20
16

年
の

値
。



圏
域
別
転
入
超
過
数
の
推
移
、女
性
研
究
者
の
現
状

68 -6
4

51 -4
2

-1
00-8

0

-6
0

-4
0

-2
002040608010
0

東
京
圏

（
女
性
）

名
古
屋
圏
（
女
性
）

大
阪
圏
（
女
性
）

三
大
都

市
圏
以
外
（
女
性
）

東
京
圏
（
男
性
）

名
古
屋
圏
（
男
性
）

大
阪
圏

（
男
性
）

三
大
都
市
圏
以
外
（
男
性
）

<
人

口
流

入
>

<
人

口
流

出
>

（
備

考
）

1.
総

務
省

「科
学

技
術

研
究

調
査

」，
Ｏ

Ｅ
Ｃ

Ｄ
“M

ai
n 

Sc
ie

nc
e 

an
d 

Te
ch

no
lo

gy
 In

di
ca

to
rs

 ”
，

米
国

国
立

科
学

財
団

(N
at

io
na

l S
ci

en
ce

 F
ou

nd
at

io
n：

Ｎ
Ｓ

Ｆ
)“

Sc
ie

nc
e 

an
d 

En
gi

ne
er

in
g 

In
di

ca
to

rs
 2

01
6”

よ
り作

成
。

2.
日

本
の

数
値

は
，

20
17

（
平

成
29

）
年

の
値

。韓
国

は
20

15
（

平
成

27
）

年
値

，
ドイ

ツは
20

13
（

平
成

25
）

年
値

，
そ

の
他

の
国

は
20

14
（

平
成

26
）

年
値

。推
定

値
及

び
暫

定
値

を
含

む
。

3.
米

国
の

数
値

は
，

雇
用

され
て

い
る

科
学

者
（

Sc
ie

nt
is

ts
）

に
お

け
る

女
性

割
合

（
人

文
科

学
の

一
部

及
び

社
会

科
学

を
含

む
）

。技
術

者
(E

ng
in

ee
rs

)を
含

ん
だ

場
合

，
全

体
に

占
め

る
女

性
科

学
者

・技
術

者
割

合
は

29
.0

％
。

39
.6

 

37
.4

 

37
.4

 

36
.0

 

34
.3

 

27
.9

 

26
.1

 

18
.9

 

15
.7

 

0
5

10
15

20
25

30
35

40
45

ス
ペ
イ
ン

ノ
ル
ウ
ェ
ー

英
国

イ
タ
リ
ア

米
国

ド
イ
ツ

フ
ラ
ン
ス

韓
国

日
本

（
％
）

［
圏
域
別
転
入
超
過
数
の
推
移
］

三
大

都
市

圏
以

外
か

らの
人

口
流

出
は

、女
性

の
方

が
男

性
よ

りも
多

い
（

男
性

の
約

1.
5倍

）
こと

が
最

近
の

特
徴

［
諸
外
国
の
研
究
者
に
占
め
る
女
性
割
合
］

研
究

者
に

占
め

る
女

性
の

割
合

は
、他

の
先

進
諸

国
と比

べ
て

低
い

（
備

考
）

1.
総

務
省

「住
民

基
本

台
帳

人
口

移
動

報
告

」よ
り作

成
。

2.
日

本
人

移
動

者
の

値
。

3.
圏

域
は

、以
下

の
とお

り分
類

して
い

る
。

東
京

圏
：

埼
玉

県
、千

葉
県

、東
京

都
、神

奈
川

県
名

古
屋

圏
：

岐
阜

県
、愛

知
県

、三
重

県
大

阪
圏

：
京

都
府

、大
阪

府
、兵

庫
県

、奈
良

県
三

大
都

市
圏

以
外

：
東

京
圏

、名
古

屋
圏

及
び

大
阪

圏
に

含
ま

れ
な

い
道

県
9

（
千

人
）

（
年

）



★
女

性
が

抱
え

る
問

題
を

直
視

し、
正

面
か

ら取
り組

む
フェ

ア
ネ

ス
の

高
い

社
会

を
構

築
し、

女
性

の
能

力
の

最
大

限
の

発
揮

を
目

指
す

。
★

少
子

化
・人

口
減

少
社

会
を

迎
え

、「
生

産
性

向
上

・経
済

成
長

」の
切

り札
とし

て
女

性
活

躍
を

推
進

。

女
性
活
躍
加
速
の
た
め
の
重
点
方
針

20
18
の
策
定
方
針
と主

な
事
項
例

○
経

済
分

野
に

お
け

る
一

層
の

女
性

活
躍

例
）

リケ
ジ

ョ育
成

、ア
ン

コン
シ

ャス
・バ

イア
ス

へ
の

対
応

、E
SG

投
資

等

を
通

じた
女

性
活

躍
情

報
の

「見
え

る
化

」の
徹

底

○
働

き
方

改
革

と生
産

性
・豊

か
さの

向
上

例
）

同
一

労
働

同
一

賃
金

の
実

現
、非

正
規

の
処

遇
改

善
、テ

レ
ワ

ー
ク、

フレ
ック

ス
タイ

ム
制

な
どの

環
境

整
備

、リ
カレ

ン
ト教

育
の

推
進

○
地

方
に

お
け

る
女

性
活

躍
の

推
進

例
）

地
方

公
務

員
の

働
き

方
改

革
な

ど女
性

活
躍

の
推

進

地
方

に
お

け
る

起
業

支
援

、中
小

企
業

の
取

組
支

援

○
男

性
の

家
事

・育
児

等
の

参
画

促
進

例
）

男
性

の
育

休
取

得
促

進
、男

性
が

家
事

・育
児

に
参

画
す

る
こと

を

応
援

す
る

官
民

連
携

した
世

論
形

成

○
女

性
の

健
康

支
援

例
）

乳
が

ん
等

を
含

む
が

ん
検

診
の

更
な

る
普

及
、産

後
うつ

、女
性

の
更

年

期
へ

の
対

策
支

援
の

促
進

、低
用

量
ピ

ル
の

活
用

等
を

含
む

女
性

の
健

康
保

持
へ

の
理

解
促

進
、不

妊
治

療
へ

の
支

援

○
ひ

とり
親

家
庭

の
支

援
例

）
養

育
費

の
支

払
い

の
履

行
確

保

○
若

年
女

性
が

妊
娠

した
際

の
支

援
例

）
若

年
女

性
の

妊
娠

時
に

お
け

る
学

業
との

両
立

支
援

○
性

犯
罪

・性
暴

力
被

害
者

支
援

、女
性

に
対

す
る

暴
力

の
予

防
と根

絶
の

た
め

の
基

盤
づ

くり
例

）
若

年
層

を
対

象
とし

た
性

犯
罪

の
根

絶
、社

会
の

変
化

に
見

合
った

婦
人

保
護

事
業

の
見

直
し、

加
害

者
対

応
を

含
む

D
V対

策
の

推
進

○
ス

ポ
ー

ツ
分

野
で

の
支

援
例

）
ス

ポ
ー

ツ団
体

の
役

員
へ

の
女

性
登

用
の

促
進

、女
性

の
ス

ポ
ー

ツの
実

施
率

向
上

に
向

け
た

意
識

啓
発

や
女

性
ア

ス
リー

トが
健

康
に

競
技

を
行

うた
め

の
支

援

○
待

機
児

童
の

解
消

（
保

育
士

の
処

遇
改

善
等

）
○

働
く意

欲
を

阻
害

しな
い

制
度

等
の

在
り方

の
引

き
続

き
の

検
討

社
会

経
済

活
動

暮
らし

基
盤

整
備

10



＜
事
業
展
開
＞

○
政
治
分
野
・経
済
分
野
に
お
け
る
「見
え
る
化
」の
促
進

○
W

AW
（
国
際
女
性
会
議
）
の
開
催
（

26
年
～

４
回
開
催
）

○
理
工
系
女
子
応
援
ネ
ット
ワ
ー
クの
構
築
（

30
年

1月
；

17
2団

体
）

→
夏
の
リコ
チ
ャレ

（
29
年
度
実
績
；

12
5団

体
18

6イ
ベ
ン
ト実

施
約

23
,0

00
名
参
加
）

○
役
員
候
補
とな
る
女
性
リー
ダー
育
成
研
修
の
実
施
（

29
年
度
～
）

○
女
性
の
起
業
に
対
す
る
支
援
の
強
化

→
女
性
起
業
家
等
支
援
ネ
ット
ワ
ー
クの
構
築

(2
8年

度
～
）

→
女
性
起
業
家
に
対
す
る
相
談
会
や
企
業
との
マ
ッチ
ン
グ
等
の
支
援

○
「“
お
とう
飯
”始
め
よ
う」
キ
ャン
ペ
ー
ン
な
ど男

性
の
家
事
・育
児
の
参
画
促
進

○
さん
き
ゅう
パ
パ
プ
ロジ
ェク
ト

→
男
性
配
偶
者
の
出
産
直
後
の
休
暇
取
得
率

55
.9
％

○
女
性
活
躍
に
取
り組

む
農
業
経
営
体
の
認
定

→
3年

間
で

10
2経

営
体
を
認
定

○
農
業
女
子
プ
ロジ
ェク
トの
推
進
（

25
年
～
）

→
企
業
等
とコ
ラボ
し広

く情
報
発
信

(農
業
女
子
ﾒﾝ
ﾊﾞ
ｰ6

62
名
、

参
画
企
業
等

34
社
･4
校
）

これ
ま
で
の
女
性
活
躍
加
速
の
た
め
の
重
点
方
針
に
記
載
さ
れ
た
主
な
取
組
の
現
状

○
強
姦
罪
の
構
成
要
件
及
び
法
定
刑
の
見
直
し等

を
内
容
と

す
る
刑
法
の
一
部
改
正
（

29
年

7月
施
行
）

○
性
犯
罪
・性
暴
力
被
害
者
支
援
交
付
金
の
創
設
（

29
年
度
）

→
性
犯
罪
・性
暴
力
被
害
者
の
た
め
の
ワ
ン
ス
トッ
プ
支
援
セ
ン
ター
を

41
都
道
府
県
に
設
置
済
（

30
年

2月
現
在
）

○
性
犯
罪
被
害
相
談
電
話
番
号
の
全
国
統
一
化
（

29
年
８
月
～
）

○
若
年
者
を
対
象
とし
た
性
的
な
暴
力
の
根
絶
に
向
け
た
取
組
の
推
進

○
ひ
とり
親
・多
子
世
帯
応
援
プ
ロジ
ェク
トの
開
始
（

27
年
度
～
）

＜
制
度
等
＞

○
女
性
活
躍
推
進
法
の
成
立
（

28
年

4月
完
全
施
行
）

○
公
共
調
達
の
取
組
指
針
に
基
づ
く加
点
評
価
の
取
組
を
開
始

(2
8年

度
～
）

→
国
の
全

26
機
関
が

28
年
度
中
に
取
組
開
始
（
これ
ま
で
に

19
機
関
が
全
面
実
施
）

○
地
域
女
性
活
躍
推
進
交
付
金
の
創
設
（

29
年
度
）

○
い
わ
ゆ
る
マ
タハ
ラ防

止
の
た
め
の
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
等
改
正
（

29
年

1月
施
行
）

○
保
育
所
に
入
れ
な
い
場
合
等
の
育
児
休
業
期
間
の
延
長
等
を
盛
り込

ん
だ

育
児
・介
護
休
業
法
改
正
（

29
年

10
月
施
行

)
○
「国
家
公
務
員
の
女
性
活
躍
とワ
ー
クラ
イフ
バ
ラン
ス
推
進
の
た
め
の
取
組
指
針
」

の
策
定
・同
指
針
を
踏
ま
え
た
取
組
計
画
に
基
づ
く施
策
の
推
進

○
「第

5期
科
学
技
術
基
本
計
画
」に
基
づ
く女
性
の
活
躍
促
進
に
向
け
た
施
策

の
推
進

○
出
生
時
両
立
支
援
助
成
金
の
創
設
（

28
年
度
）

○
保
育
の
受
け
皿
確
保
に
向
け
た
取
組

→
「子
育
て
安
心
プ
ラン
」を
前
倒
しし
、2

02
0年

度
末
ま
で
に

32
万
人

分
の
受
け
皿
整
備
を
行
う （

新
しい
経
済
政
策
パ
ッケ
ー
ジ

29
年

12
月

)
○
マ
イナ
ン
バ
ー
カー
ド、
パ
ス
ポ
ー
トに
お
け
る
旧
姓
併
記
の
推
進

○
液
体
ミル
クの
普
及
に
向
け
て
、食

品
衛
生
法
に
基
づ
く規
格
基

準
の
設
定
に
向
け
た
取
組
の
加
速

○
男
女
共
同
参
画
、女

性
活
躍
に
係
る
褒
章
分
野
の
新
設
（

29
年
度
）

あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
け
る
女
性
の
活
躍

女
性
の
活
躍
を
支
え
る
安
全
・安
心
な
暮
ら
しの
実
現

女
性
の
活
躍
を
支
え
る
基
盤
整
備



具
体
的
な
取
組
（
主
な
も
の
）

女
性
に
対
す
る
暴
力
の
根
絶
に
つ
い
て

第
４
次
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画

第
７
分
野

女
性
に
対
す
る
あ
ら
ゆ
る
暴
力
の
根
絶

５
．
子
ど
も
に
対
す
る
性
的
な
暴
力
の
根
絶
に

向
け
た
対
策
の
推
進

（
若
年
層
を
対
象
と
し
た
性
的
な
暴
力
の
根
絶
）

・
い
わ
ゆ
る
ア
ダ
ル
ト
ビ
デ
オ
出
演
強
要
問

題
・
「

JK
ビ
ジ
ネ
ス
」
問
題
等
の
根
絶
に
向
け

た
施
策
の
総
合
的
な
推
進

・
若
年
層
の
性
的
搾
取
に
係
る
相
談
支
援
の
在

り
方
の
検
討

・
若
年
被
害
女
性
等
に
対
す
る
居
場
所
の
確
保

及
び
ア
プ
ロ
ー
チ
の
仕
組
み
に
関
す
る
検
討

７
．
人
身
取
引
対
策
の

推
進

・
「
人
身
取
引
対
策
行

動
計
画
２
０
１
４
」
に

基
づ
く
人
身
取
引
の
防

止
・
撲
滅
と
被
害
者
保

護
の
た
め
の
効
果
的
な

取
組
の
推
進

９
メ
デ
ィ
ア
に
お
け
る

性
・
暴
力
表
現
へ
の
対

応 ・
メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ

シ
ー
向
上
の
た
め
の
取

組
の
促
進

・
自
主
規
制
等
の
取
組

の
推
進

８
．
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
対

策
の
推
進

・
相
談
体
制
の
整
備
な

ど
雇
用
・
教
育
・
研

究
・
医
療
・
ス
ポ
ー
ツ

分
野
等
の
場
に
お
け
る

防
止
対
策
の
推
進

３
．
ス
ト
ー
カ
ー
事
案
へ
の

対
策
の
推
進

・
被
害
者
の
支
援
ニ
ー
ズ
に

応
じ
た
、
切
れ
目
の
な
い
被

害
者
支
援
の
推
進

・
「
ス
ト
ー
カ
ー
総
合
対

策
」
に
基
づ
く
取
組
の
実
施

・
ス
ト
ー
カ
ー
加
害
者
更
生

に
関
す
る
取
組
の
実
施

４
．
性
犯
罪
へ
の
対
策
の
推
進

・
刑
法
改
正
法
附
則
に
基
づ
い
た
性
犯
罪
に
関
す
る

各
種
施
策
の
在
り
方
の
３
年
後
検
討
に
向
け
た
調
査

等
の
実
施

・
性
犯
罪
・
性
暴
力
被
害
者
の
た
め
の
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
促
進
及
び
運
営
の
安
定
化

・
犯
罪
被
害
者
等
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
費
用
の
公
費

負
担
制
度
の
充
実
化

・
薬
物
や
ア
ル
コ
ー
ル
を
使
用
し
た
性
犯
罪
・
性
暴

力
に
関
す
る
広
報
啓
発
を
は
じ
め
と
す
る
適
切
な
対

応

施
策
の
実
施

６
．
売
買
春
へ
の
対
策

の
推
進

・
関
係
法
令
の
厳
正
な

運
用
と
取
締
り
の
強
化

・
売
買
春
か
ら
の
女
性

の
保
護
と
社
会
復
帰
支

援
の
充
実

基
本
的
考
え
方

○
女
性
に
対
す
る
暴
力
は
、
重
大
な
人
権
侵
害
で
あ
り
、
そ
の
予
防
と
被
害
回
復
の
た
め
の
取
組
を
推
進
し
、
暴
力
の
根
絶
を
図
る
こ
と
は
男
女
共
同
参
画

社
会
を
形
成
し
て
い
く
う
え
で
克
服
す
べ
き
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
の
広
が
り
に
伴
い
、
一
層
多
様
化
す
る
暴
力
に
対
し
て
、
迅
速
か
つ
的
確
に
対
応
す
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。

○
被
害
者
支
援
に
あ
た
っ
て
は
暴
力
の
形
態
や
被
害
者
の
属
性
等
に
応
じ
て
き
め
細
か
く
対
応
す
る
視
点
が
不
可
欠
で
あ
る
。

２
．
配
偶
者
等
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及

び
被
害
者
の
保
護
等
の
推
進

・
被
害
者
へ
の
支
援
の
拡
充

・
関
係
機
関
・
民
間
団
体
等
と
の
連
携

協
力
の
推
進

・
地
域
社
会
内
で
の
加
害
者
更
生
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
今
後
の
在
り
方
の
検
討

・
改
正
配
偶
者
暴
力
防
止
法
の
施
行
状

況
を
踏
ま
え
た
今
後
の
在
り
方
の
検
討

・
婦
人
保
護
事
業
の
在
り
方
の
検
討

１
．
女
性
に
対
す
る
暴
力
の
予
防

と
根
絶
の
た
め
の
基
盤
づ
く
り

・
女
性
に
対
す
る
暴
力
の
実
態
を

的
確
に
把
握
で
き
る
デ
ー
タ
の
在

り
方
の
検
討

・
広
報
・
周
知
の
充
実

・
支
援
に
携
わ
る
職
務
関
係
者
に

対
す
る
研
修
等
の
充
実



第
４

次
男

女
共

同
参

画
基

本
計

画
の

成
果

目
標

平
成

３
２

年
ま

で
に

各
都

道
府

県
に

最
低

１
か

所
◆

平
成

27
年

11
月

：
25

都
道

府
県

◆
平

成
29

年
４

月
：

38
都

道
府

県
◆

平
成

30
年

３
月

：
42

都
道

府
県

【
未

設
置

県
：

山
梨

、
静

岡
、

奈
良

、
愛

媛
、

高
知

】

女
性
に
対
す
る
あ
ら
ゆ
る
暴
力
の
根
絶
に
向
け
た
取
組

【
Ａ

Ｖ
Ｊ

Ｋ
問

題
の

取
組

経
緯

】
◆

29
年

３
月

、
女

性
に

対
す

る
暴

力
専

門
調

査
会

に
お

い
て

「
若

年
層

を
対

象
と

し
た

性
的

な
暴

力
の

現
状

と
課

題
」

を
報

告
◆

同
年

４
月

、
「

AV
出

演
強

要
・

『
JK

ビ
ジ

ネ
ス

』
等

被
害

防
止

月
間

」
実

施
◆

同
年

５
月

、
関

係
府

省
対

策
会

議
に

お
い

て
「

今
後

の
対

策
」

を
と

り
ま

と
め

→
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
作
業
中

◆
30

年
４

月
、

昨
年

に
引

き
続

き
「

集
中

月
間

」
を

実
施

し
、

社
会

を
挙

げ
た

取
組

を
一

層
推

進

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
促
進

性
犯
罪
・
性
暴
力
の
被
害
者
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
支
援
（
被
害
直
後
か
ら
の
総
合
的
な
支
援
）

【
犯

性
罪

・
性

暴
力

被
害

者
支

援
交

付
金

（
内

閣
府

）
】

⇒
 全

国
的

な
設

置
促

進
と

安
定

的
運

営
◆

交
付

先
：

都
道

府
県

◆
交

付
経

費
：

都
道

府
県

が
負

担
し

た
「

相
談

セ
ン

タ
ー

の
運

営
に

要
す

る
経

費
等

」
、

「
被

害
者

の
医

療
費

等
」

等

平
成

２
９

年
度

予
算

約
１

.６
３

億
円

平
成

３
０

年
度

予
算

案
約

１
.８

７
億

円
（

＋
2,

40
0万

）

Ａ
Ｖ
出
演
強
要
問
題
、
Ｊ
Ｋ
ビ
ジ
ネ
ス
問
題

若
年
層
を
狙
っ
た
性
的
な
暴
力
は
重
大
な
人
権
侵
害
、
新
生
活
が
始
ま
る
４
月
は
対
策
の
要

【
渋

谷
駅

周
辺

の
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
】

【
都

内
大

学
で

の
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
】

被
害
防
止
月
間
中
の
取
組
状
況
（
Ｈ

29
.４
）



女
性

に
対

す
る
あ
ら
ゆ
る
暴

力
の
根
絶

平
成

3
0
年
３
月

内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局



１
性

犯
罪

へ
の

対
策

の
推

進
（
性

犯
罪

・
性

暴
力

被
害

者
の

た
め
の

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
支

援
セ
ン
タ
ー
等

）

●
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
支
援

セ
ン
タ
―

の
設
置
促
進

●
診
断
・
治
療
等
に
関

す
る
支

援
の
充
実

●
専
門
家
の
養
成
、
関

係
者

等
の
連
携

【
成

果
目

標
】

○
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
支
援

セ
ン
タ
ー

の
設
置
数

Ｈ
２
７

.１
１
時
点
２
５
か

所

⇒
Ｈ
３
２
ま
で
に
、
各

都
道

府
県
に
最
低
１
か

所


性
犯
罪
・
性
暴
力
被
害
者
支
援
交

付
金
を
活
用
し
た
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
支

援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
促
進
と
運
営

の
安
定
化

（
２
９
年

度
予

算
（
新

規
）
：１

．
６
億

円
）

⇒
全
国
４
２
か
所
４
２
都
道
府
県

（
H

3
0
.3
）


性
犯
罪
・
性
暴
力
被
害
者
支
援
関

係
者
対
象
の
研
修


性

犯
罪

・
性

暴
力

被
害

者
支

援
交

付
金

を
活

用
し
た
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
支

援
セ
ン
タ
ー
の

設
置

促
進

と
運

営
の

安
定

化

（
３
０
年
度
予
算
（
継
続
）
１
．
９
億
円
）

≪
交

付
対
象
（
新
規
・拡

充
項
目
）≫

・
関

係
機
関
と
の
連
携
強
化
及
び
被
害
者
の
法
的

支
援
に
要
す
る
経
費
を
対
象
に
追
加

・
広

報
啓
発
等
に
要
す
る
経
費
を
拡
充

→
設
置

目
標

を
前

倒
し
し
、
平

成
3
0
年

度
中

の

達
成

を
目

指
す
。


性

犯
罪

・
性

暴
力

被
害

者
支

援
関

係
者

対

象
の

研
修


薬

物
・
ア
ル

コ
ー
ル

を
使

用
し
た
性

犯
罪

・
性

暴
力

に
関

す
る
広

報
啓

発
を
は

じ
め
と
し
た

適
切

な
対

応
（
啓
発
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
開
設
等
）

今
後

の
取

組

女
性

活
躍

加
速

の
た
め
の

重
点

方
針

２
０
１
７

（
平
成
２
９
年
６
月
策
定
）

第
４
次

男
女

共
同

参
画

基
本

計
画

（
平
成

２
７
年
１
２
月
閣
議
決
定
）



ワンストップ支援センター設置の目的

性犯罪・性暴力被害者に対して、被害直後からの総合的な支援（産婦人科医療、相

談・カウンセリング等の心理的支援、捜査関連の支援、法律的支援等）を 可能な限り

一か所で提供 することにより、被害者の心身の負担軽減、健康回復、警察への届出促

進、被害の潜在化防止 を図る。 

ワンストップ支援センターにおける主な支援対象

強姦・強制わいせつ（未遂・致傷を含む。）の被害に遭ってから概ね１～２週間程

度の急性期 の被害者 

・ 警察への届出の有無に関わらない。

・ 可能な限り子どもも対象とする。

・ 上記以外の被害者から相談を受けた場合には、必要な支援を提供可能な関係機

関・団体等に関する情報提供などを行う。

ワンストップ支援センターの核となる機能（主な支援内容）

○ 支援のコーディネート・相談

・ 電話や来所による相談

・ 被害者の状態・ニーズを把握する。

・ 支援の選択肢を示す

・ 必要な支援を行っている関係機関・団体（警察、精神科医・臨床心理士・カウ

ンセラー、弁護士・法テラス、男女共同参画センター、婦人相談所、児童相談

所、精神保健福祉センター、検察庁等）に確実につなぐ。

○ 産婦人科医療（救急医療・継続的な医療・証拠採取等）

○ 産婦人科を有する病院の確保

○ 関係機関・団体等とのネットワーク構築

○ 具体的連携に関する合意形成

○ 人員・体制の確保

○ マニュアル・業務に必要な各種書類等の整備

○ 情報管理体制の整備

○ 広報

○ 研修の実施

○ 支援者、医師・看護師等のメンタルケア

開設・運営の経費 

○ 相談・コーディネート業務のために必要な経費

○ 産婦人科医療における支援業務のために必要な経費

２ ワンストップ支援センターの開設・運営に必要なこと

１ 性犯罪・性暴力被害者のためのワンストップ支援センターとは



協力病院

医師・看護師等

協力病院

医師・看護師等

協力病院

医師・看護師等

協力病院

医師・看護師等

精神科医・
カウンセラー

弁護士、
法テラス等その他の機関・団体

性犯罪・性暴力被害者 警察

支援者

相談センター

相談センターを中心とした連携型

精神科医・
カウンセラー

弁護士、
法テラス等

その他の機関・団体

相談センター 提携病院

支援者 医師・看護師等

性犯罪・性暴力被害者 警察

相談センター拠点型

医師・看護師等 支援者

拠点病院

相談センター

精神科医・
カウンセラー

弁護士、
法テラス等

その他の機関・団体

性犯罪・性暴力被害者 警察

病院拠点型

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     性犯罪・性暴力被害者のためのワンストップ支援センター開設・運営の手引 

～地域における性犯罪・性暴力被害者支援の一層の充実のために～ 

３ ワンストップ支援センターの形態 



内
閣

府
男

女
共

同
参

画
局

1
北

海
道

・
札

幌
市

性
暴

力
被

害
者

支
援

セ
ン

タ
ー

北
海

道
　

（
S
A

C
R

A
C

H
　

さ
く
ら

こ
）

連
携

H
2
4
.1

0
.1

2
2

三
重

県
み

え
性

暴
力

被
害

者
支

援
セ

ン
タ

ー
　

よ
り

こ
 

連
携

H
2
7
.6

.1

2
青

森
県

あ
お

も
り

性
暴

力
被

害
者

支
援

セ
ン

タ
ー

 
連

携
H

2
9
.4

.1
2
3

滋
賀

県
性

暴
力

被
害

者
総

合
ケ

ア
ワ

ン
ス

ト
ッ

プ
び

わ
湖

　
（
Ｓ

Ａ
Ｔ

Ｏ
Ｃ

Ｏ
）

 
病

院
H

2
6
.4

.1

3
岩

手
県

は
ま

な
す

サ
ポ

ー
ト

 
連

携
H

2
9
.1

0
.1

2
4

京
都

府
京

都
性

暴
力

被
害

者
ワ

ン
ス

ト
ッ

プ
相

談
支

援
セ

ン
タ

ー
（
京

都
S
A

R
A

（
ｻ

ﾗ
）
）

連
携

H
2
7
.8

.1
0

4
宮

城
県

性
暴

力
被

害
相

談
支

援
セ

ン
タ

ー
宮

城
 

連
携

H
2
6
.4

.1
2
5

大
阪

府
性

暴
力

救
援

セ
ン

タ
ー

・
大

阪
　

S
A

C
H

IC
O

病
院

H
2
2
.4

.1

5
秋

田
県

あ
き

た
性

暴
力

被
害

者
サ

ポ
ー

ト
セ

ン
タ

ー
（
ほ

っ
と

ハ
ー

ト
あ

き
た

）
 

連
携

H
2
9
.1

0
.2

2
6

兵
庫

県
ひ

ょ
う

ご
性

被
害

ケ
ア

セ
ン

タ
ー

 「
よ

り
そ

い
」

 
連

携
H

2
9
.4

.1

6
山

形
県

や
ま

が
た

性
暴

力
被

害
者

サ
ポ

ー
ト

セ
ン

タ
ー

　
（
べ

に
サ

ポ
や

ま
が

た
）

 
連

携
H

2
8
.4

.2
5

2
7

和
歌

山
県

性
暴

力
救

援
セ

ン
タ

ー
和

歌
山

　
（
わ

か
や

ま
m

in
e
）

病
院

H
2
5
.7

.1
6

7
福

島
県

性
暴

力
等

被
害

救
援

協
力

機
関

　
「
S
A

C
R

A
ふ

く
し

ま
」

 
連

携
H

2
5
.4

.1
2
8

鳥
取

県
性

暴
力

被
害

者
支

援
セ

ン
タ

ー
と

っ
と

り
（
グ

ロ
ー

バ
ー

と
っ

と
り

）
 

連
携

H
2
9
.1

.1
3

8
茨

城
県

性
暴

力
被

害
者

サ
ポ

ー
ト

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

茨
城

 
連

携
H

2
7
.1

1
.4

2
9

島
根

県
性

暴
力

被
害

者
支

援
セ

ン
タ

ー
　

た
ん

ぽ
ぽ

連
携

H
2
7
.3

.2
3

9
栃

木
県

と
ち

ぎ
性

暴
力

被
害

者
サ

ポ
ー

ト
セ

ン
タ

ー
　

（
と

ち
エ

ー
ル

）
病

院
H

2
7
.7

.1
3
0

岡
山

県
・
岡

山
市

被
害

者
サ

ポ
ー

ト
セ

ン
タ

ー
お

か
や

ま
(性

犯
罪

被
害

者
等

支
援

セ
ン

タ
ー

お
か

や
ま

）
 

連
携

H
2
5
.1

.2
8

1
0

群
馬

県
群

馬
県

性
暴

力
被

害
者

サ
ポ

ー
ト

セ
ン

タ
ー

　
（
S
av

e
ぐ

ん
ま

）
 

相
談

H
2
7
.6

.2
5

3
1

広
島

県
性

被
害

ワ
ン

ス
ト

ッ
プ

セ
ン

タ
ー

ひ
ろ

し
ま

連
携

H
2
8
.8

.3
0

1
1

埼
玉

県
彩

の
国

犯
罪

被
害

者
ワ

ン
ス

ト
ッ

プ
支

援
セ

ン
タ

ー
　

（
性

暴
力

等
犯

罪
被

害
専

用
相

談
電

話
ア

イ
リ

ス
ホ

ッ
ト

ラ
イ

ン
）

 
連

携
H

2
5
.9

.4
3
2

山
口

県
性

暴
力

被
害

者
支

援
シ

ス
テ

ム
「
あ

さ
が

お
」

 
連

携
H

2
9
.1

.2
3

1
2

千
葉

県
・
千

葉
市

千
葉

性
暴

力
被

害
支

援
セ

ン
タ

ー
　

ち
さ

と
千

葉
犯

罪
被

害
者

支
援

セ
ン

タ
ー

 
連

携
H

2
6
.7

.1
※

H
2
9
.1

0
.1

 体
制

変
更

3
3

徳
島

県
性

暴
力

被
害

者
支

援
セ

ン
タ

ー
「
よ

り
そ

い
の

樹
 と

く
し

ま
」
（
中

央
・
南

部
・
西

部
）

連
携

H
2
8
.7

.1

1
3

東
京

都
東

京
都

性
犯

罪
・
性

暴
力

被
害

者
ワ

ン
ス

ト
ッ

プ
支

援
事

業
セ

ン
タ

ー
（
性

暴
力

救
援

ダ
イ

ヤ
ル

N
aN

a）
相

談
H

2
7
.7

.1
5

※
S
A

R
C

東
京

H
2
4
.6

.1
開

設
3
4

香
川

県
性

暴
力

被
害

者
支

援
セ

ン
タ

ー
（
オ

リ
ー

ブ
か

が
わ

）
 

連
携

H
2
9
.4

.1

1
4

神
奈

川
県

か
な

が
わ

性
犯

罪
・
性

暴
力

被
害

者
ワ

ン
ス

ト
ッ

プ
支

援
セ

ン
タ

ー
（
か

な
ら

い
ん

）
か

な
が

わ
犯

罪
被

害
者

サ
ポ

ー
ト

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

 
連

携
H

2
4
.2

.1
※

2
9
.8

.1
　

体
制

変
更

3
5

福
岡

県
・
福

岡
市

・
北

九
州

市
性

暴
力

被
害

者
支

援
セ

ン
タ

ー
・
ふ

く
お

か
 

連
携

H
2
5
.7

.3
0

1
5

新
潟

県
性

暴
力

被
害

者
支

援
セ

ン
タ

ー
に

い
が

た
 

連
携

H
2
8
.1

2
.1

3
6

佐
賀

県
性

暴
力

救
援

セ
ン

タ
ー

・
さ

が
　

（
さ

が
ｍ

ｉｒ
ａ
ｉ）

病
院

H
2
4
.7

.2

1
6

富
山

県
性

暴
力

被
害

ワ
ン

ス
ト

ッ
プ

支
援

セ
ン

タ
ー

と
や

ま
連

携
H

3
0
.3

.1
3
7

長
崎

県
性

暴
力

被
害

者
支

援
　

「
サ

ポ
ー

ト
な

が
さ

き
」

 
連

携
H

2
8
.4

.1

1
7

石
川

県
い

し
か

わ
性

暴
力

被
害

者
支

援
セ

ン
タ

ー
（
パ

ー
プ

ル
サ

ポ
ー

ト
い

し
か

わ
）

連
携

H
2
9
.1

0
.2

3
8

熊
本

県
性

暴
力

被
害

者
の

た
め

の
サ

ポ
ー

ト
セ

ン
タ

ー
　

（
ゆ

あ
さ

い
ど

く
ま

も
と

）
 

連
携

H
2
7
.6

.1

1
8

福
井

県
性

暴
力

救
済

セ
ン

タ
ー

・
ふ

く
い

　
「
ひ

な
ぎ

く
」

病
院

H
2
6
.4

.1
3
9

大
分

県
お

お
い

た
性

暴
力

救
援

セ
ン

タ
ー

（
す

み
れ

）
 

相
談

H
2
8
.4

.1

1
9

長
野

県
長

野
県

性
暴

力
被

害
者

支
援

セ
ン

タ
ー

　
（
り

ん
ど

う
ハ

ー
ト

な
が

の
）

連
携

H
2
8
.7

.2
7

4
0

宮
崎

県
性

暴
力

被
害

者
支

援
セ

ン
タ

ー
　

（
さ

ぽ
ー

と
ね

っ
と

宮
崎

）
 

連
携

H
2
8
.7

.1

2
0

岐
阜

県
ぎ

ふ
性

暴
力

被
害

者
支

援
セ

ン
タ

ー
 

相
談

H
2
7
.1

0
.1

5
4
1

鹿
児

島
県

性
暴

力
被

害
者

サ
ポ

ー
ト

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

か
ご

し
ま

　
（
F
L
O

W
E
R

）
 

連
携

H
2
8
.2

.1
0

2
1

愛
知

県
ハ

ー
ト

フ
ル

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

・
あ

い
ち

 
病

院
H

2
2
.7

.2
6

4
2

沖
縄

県
沖

縄
県

性
暴

力
被

害
者

ワ
ン

ス
ト

ッ
プ

支
援

セ
ン

タ
ー

連
携

H
2
7
.2

.2

（
注

）
　

形
態

の
凡

例
（
病

院
：
病

院
拠

点
型

(7
)、

相
談

：
相

談
セ

ン
タ

ー
拠

点
型

(4
)、

連
携

：
相

談
セ

ン
タ

ー
を

中
心

と
し

た
連

携
型

(3
1
)）

  
  

  
  

  
  

  
  

 ２
４

時
間

３
６

５
日

運
営

：
１

１
都

府
県

（
網

掛
け

）

　
  

  
  

未
設

置
県

　
　

平
成

3
0
年

度
設

置
予

定
　

：
　

山
梨

県
、

静
岡

県
、

奈
良

県
、

高
知

県
、

愛
媛

県

行
政

が
関

与
す

る
「
性

犯
罪

・
性

暴
力

被
害

者
の

た
め

の
ワ

ン
ス

ト
ッ

プ
支

援
セ

ン
タ

ー
」
一

覧
（
平

成
3
0
年

3
月

1
日

現
在

：
4
2
都

道
府

県
に

4
2
か

所
）

番
号

地
方

公
共

団
体

名
ワ

ン
ス

ト
ッ

プ
支

援
セ

ン
タ

ー
の

名
称

 （
愛

称
）

形
 態

(注
）

ワ
ン

ス
ト

ッ
プ

支
援

開
始

年
月

日
番

号
地

方
公

共
団

体
名

ワ
ン

ス
ト

ッ
プ

支
援

セ
ン

タ
ー

の
名

称
 （

愛
称

）
形

 態
(注

）

ワ
ン

ス
ト

ッ
プ

支
援

開
始

年
月

日




交

付
先

：
都
道
府
県


対
象

経
費

：
都
道
府
県
が
負
担
し
た

①
相
談
セ
ン
タ
ー
の
運
営
費
等
※
、
②
被
害
者
の
医
療
費
等
、
③
拠
点
病
院
化
の
経
費

※
【
新
】
関
係
機
関
と
の
連
携
強
化
に
要
す
る
経
費
、
被
害
者
の
法
的
支
援
に
要
す
る
経
費
を
対
象
に
追
加

【
拡
】
広
報
啓
発
等
に
要
す
る
経
費
の
拡
充


交

付
率

：
対
象
経
費
の
1
/2
(「

被
害
者
の
医
療
費
等
」
は
1
/3
)


そ

の
他

：
他
の
国
庫
補
助
制
度
を
適
用
可
能
な
場
合
は
、
他
制
度
優
先
(本

制
度
の
優
先
利
用
や
他
制
度
と
の
二
重
交
付
は
不
可
)

性
犯

罪
・
性

暴
力

被
害

者
支

援
交

付
金

目
的

○
政
府
で
は
、
行
政
が
関
与
す
る
「
性
犯

罪
・
性
暴
力
被
害
者
支
援
の
た
め
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
支
援
セ
ン
タ
ー
」
（
以
下
「
支
援
セ
ン
タ
ー
」
と
い

う
。
）
の
設
置
を
促
進
し
て
お
り
、
第
４
次
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
（
平
成

2
7
年

1
2
月

2
5
日
閣
議
決
定
）
に
お
い
て
、
平
成

3
2
年
ま
で
に
各
都

道
府
県
に
最
低

1
か
所
の
成
果
目
標
を
設
定
し
て
い
る
。
（
H

3
0
．
３
．
１
現
在

4
2
都
道
府

県
）

○
本
交
付
金
は
、
支
援
セ
ン
タ
ー
の
早
期
設
置
及
び
運
営
の
安
定
化
を
図
る
た
め
、
都
道
府
県
に
よ
る
支
援
セ
ン
タ
ー
の
整
備
等
に
係
る
取
組

を
支
援
し
、
被
害
者
支
援
に
係
る
取
組
の

充
実
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

事
業

ス
キ
ー
ム

≪
内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局
≫

内
閣

府

都
道

府
県

①
被
害
者
相
談
支
援
運
営
・
機
能
強
化
事
業

（
相
談
セ
ン
タ
ー
の
運
営
費
等
）

②
医
療
費
等
公
費
負
担
事
業

（
被
害
者
の
医
療
費
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
費
用
）

③
拠
点
病
院
化
資
機
材
設
置
等
事
業
（
拠
点
病

院
化
の

経
費

）

相
談

セ
ン
タ
ー

運
営

団
体

概
要

委
託
費
等

交
付
金

民
間
団
体
が
相
談
セ
ン
タ
ー
を
運
営
す
る
場
合

平
成
３
０
年
度
予
算
額
（
案
）

１
８
７
百
万
円

（
平
成
２
９
年
度
予
算
額

１
６
３
百
万
円
）



 

 

 

 

 

 

 

 

・対象地方公共団体 

【平成 26 年度】 
北海道、群馬県、豊島区、滋賀県、大阪府、兵庫県、和歌山県、島根県、 
福岡県（計９） 

 

【平成 27 年度】 
北海道、宮城県、秋田県、東京都、福井県、長野県、岐阜県、三重県、  
滋賀県、京都府、大阪府、兵庫県、和歌山県、鳥取県、香川県、福岡県、 
大分県、金沢市、名古屋市 （計１９） 
 

【平成 28 年度】 
北海道、秋田県、山形県、東京都、新潟県、福井県、長野県、岐阜県、 
三重県、滋賀県、京都府、大阪府、兵庫県、鳥取県、広島県、山口県、 
徳島県、香川県、福岡県、大分県、名古屋市 （計２１）  

性犯罪被害者等のための総合支援に関する実証的調査研究について 

 

 

・実証的な調査研究を通じて、地方公共団体における性犯罪・性暴力被害者のための

ワンストップ支援センターの開設・運営等の取組を支援するもの 

 

 

（平成 26年度～28年度） 



カ
ラ
オ
ケ
ボ
ッ
ク
ス
で
、
ト
イ
レ
に
立
っ
た
後
、
残
っ
て
い
た
飲
み
物
を
飲
ん
だ
ら
、
意
識

が
も
う
ろ
う
と
し
、
気
が
付
く
と
服
を
脱
が
さ
れ
た
状
態
で
、
ソ
フ
ァ
ー
の
上
に
一
人
で
取

り
残
さ
れ
て
い
た
。

仕
事
の
打
合
せ
の
際
に
出
さ
れ
た
飲
み
物
を
飲
ん
だ
ら
、
急
に
眠
く
な
り
、
下
半
身
の
違

和
感
で
気
が
付
く
と
、
服
を
脱
が
さ
れ
た
状
態
で
床
に
倒
さ
れ
、
裸
の
人
が
自
分
の
上
に

乗
っ
て
い
た
。

サ
ー
ク
ル
の
飲
み
会
で
、
先
輩
か
ら
お
酒
を
す
す
め
ら
れ
、
断
れ
ず
に
飲
み
続
け
て
い
た

ら
、
身
体
が
だ
る
く
な
り
、
気
が
付
く
と
複
数
の
人
に
囲
ま
れ
、
胸
や
下
半
身
を
触
ら
れ

て
い
た
。

人
か
ら
よ
く
効
く
頭
痛
薬
だ
と
す
す
め
ら
れ
て
飲
ん
だ
ら
、
気
持
ち
が
悪
く
な
っ
て
、
体
が

思
う
よ
う
に
動
か
な
く
な
り
、
服
を
脱
が
さ
れ
て
複
数
人
と
セ
ッ
ク
ス
さ
せ
ら
れ
た
。
ま
た

そ
の
様
子
を
、
動
画
に
撮
ら
れ
た
。

※
こ
の
よ
う
な
被
害
は
、
性
別
を
問
わ
ず
起
こ
り
得
ま
す
。

睡
眠
薬
な
ど
の
ク
ス
リ
を
飲
み
物
や
食
べ
物
に
混
ぜ
て
、
相
手
の
意
識
を
も
う
ろ
う
と
さ
せ
、
抵
抗
で
き
な
い
状
況
に
し
て
、

セ
ッ
ク
ス
を
す
る
な
ど
と
い
う
性
暴
力
の
被
害
が
起
き
て
い
ま
す
。
相
手
が
抵
抗
で
き
な
い
状
態
で
、
性
交
や
わ
い
せ
つ
な

行
為
を
行
う
こ
と
は
、
性
別
を
問
わ
ず
刑
法
の
処
罰
の
対
象
と
な
り
得
ま
す
。

も
し
も
被
害
に
あ
っ
た
場
合
は
、
証
拠
を
残
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
で
き
る
だ
け
早
く
、
警
察
や
性
犯
罪
・
性
暴
力

被
害
者
の
た
め
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
支
援
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
検
査
を
受
け
る
こ
と
や
、
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
に

し
た
ら
よ
い
か
相
談
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

関
連
条
文

十
三
歳
以
上
の
者
に
対
し
、
暴
行
又
は
脅
迫
を
用
い
て
わ
い
せ
つ
な
行
為
を
し
た
者
は
、
六
月
以
上
十
年
以
下
の
懲
役
に
処

す
る
。
十
三
歳
未
満
の
者
に
対
し
、
わ
い
せ
つ
な
行
為
を
し
た
者
も
、
同
様
と
す
る
。

刑
法
第
百
七
十
六
条
  
強
制
わ
い
せ
つ
罪

十
三
歳
以
上
の
者
に
対
し
、暴
行
又
は
脅
迫
を
用
い
て
性
交
、肛
(こ
う
)門
性
交
又
は
口
腔
(く
う
)性
交
(以
下「
性
交
等
」

と
い
う
。
)
を
し
た
者
は
、
強
制
性
交
等
の
罪
と
し
、
五
年
以
上
の
有
期
懲
役
に
処
す
る
。
十
三
歳
未
満
の
者
に
対
し
、
性
交

等
を
し
た
者
も
、
同
様
と
す
る
。

刑
法
第
百
七
十
七
条
  
強
制
性
交
等
罪

人
の
心
神
喪
失
若
し
く
は
抗
拒
不
能
に
乗
じ
、
又
は
心
神
を
喪
失
さ
せ
、
若
し
く
は
抗
拒
不
能
に
さ
せ
て
、
わ
い
せ
つ
な
行
為

を
し
た
者
は
、
第
百
七
十
六
条
の
例
に
よ
る
。

２
　
人
の
心
神
喪
失
若
し
く
は
抗
拒
不
能
に
乗
じ
、
又
は
心
神
を
喪
失
さ
せ
、
若
し
く
は
抗
拒
不
能
に
さ
せ
て
、
性
交
等
を
し

た
者
は
、
前
条
の
例
に
よ
る
。

刑
法
第
百
七
十
八
条
  
準
強
制
わ
い
せ
つ
及
び
準
強
制
性
交
等
罪



国

業
務
委
託

受
託

事
業
者

○
有

識
者
検

討
会
の
開
催

・
検

討
会

委
員
：
４
名

・
開

催
回

数
：
４
回

○
ヒ

ア
リ
ン

グ
調
査

性
犯

罪
被

害
者
等
の
支
援
機
関
（
４
か
所
程
度
）

○
報

告
書
の

作
成

ヒ
ア

リ
ン

グ
調
査
に
よ
る
課
題
の
把
握
、
課
題
分
析
に
よ
る
効

果
的

な
相
談

・
支
援
の
在
り
方
に
つ
い
て
の
検
討
内
容
等

○
研

修
の
実

施
・

行
政

職
員

研
修

対
象

：
地

方
公
共
団
体
の
性
犯
罪
被
害
者
等
支
援
担
当
職
員

回
数

：
１

回
・

相
談

員
研

修
対

象
：
男

女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
、
性
犯
罪
・
性
暴
力
被
害
者

の
た

め
の
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
支
援
セ
ン
タ
ー
等
の
相
談
員

回
数

：
３

回
（
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
別
（
各
ブ
ロ
ッ
ク
１
回
）
）

○
性
犯

罪
・

性
暴
力
被

害
は
、
そ
の
特
性
か
ら

被
害
が

潜
在
化
す

る
傾

向
に

あ
り

、
平
成
２
６
年
度
に
内
閣
府
が
実

施
し
た

「
男
女
間

に
お

け
る
暴

力
に
関
す
る
調
査
」
に
よ
る
と
、

異
性
か

ら
無
理
や

り
に

性
交
さ

れ
た
経
験
の
あ
る
女
性
の
う
ち
、

ど
こ
（

だ
れ
）
に

も
相

談
し
な

か
っ
た
者
は
６
７
．
５
％
に
上
る

。
一
方

、
被
害
を

警
察

に
連
絡

・
相
談
し
た
者
は
４
．
３
％
に
と

ど
ま
っ

て
い
ま
す

。

○
こ

の
よ
う

な
現
状
を
踏
ま
え
、
性
犯
罪
被
害
者

等
が

被
害
を
訴

え
る

こ
と

を
躊

躇
せ
ず
に
、
安
心
し
て
必
要
な

相
談

・
支

援
を
受
け

ら
れ

る
環
境

を
整
備
す
る
た
め
、
支
援
現
場

に
お

け
る

課
題
を
把

握
す

る
と
と

も
に
、
有
識
者
に
よ
る
検
討
会

を
実

施
し

、
今
後
の

効
果

的
な
相

談
・
支
援
の
在
り
方
に
つ
い
て

検
討

し
ま

す
。

○
ま

た
、
性

犯
罪
被
害

者
等
の
支
援
の
充
実
を
図

る
た

め
、
地
方

公
共

団
体

に
お

い
て
性
犯
罪
被
害
者
等
の
支
援

を
担

当
す

る
行
政
職

員
及

び
性
犯

罪
被
害
者
等
の
支
援
機
関
（
男

女
共

同
参

画
セ
ン

タ
ー

、
性
犯

罪
・
性
暴
力
被
害
者
の
た
め
の

ワ
ン

ス
ト

ッ
プ
支
援

セ
ン

タ
ー
等

）
の
相
談
員
を
対
象
と
す
る
研

修
を

実
施

し
ま
す
。

性
犯

罪
被

害
者

等
支

援
体

制
整

備
促

進
事

業
（

内
閣

府
男

女
共

同
参

画
局

推
進

課
）

３
０

年
度

予
算

額
（

案
）

０
．

１
億

円
（

２
９

年
度

予
算

額
０

.0
9
億

円
）

事
業

概
要

・
目

的
事

業
イ

メ
ー

ジ
・

具
体

例

資
金

の
流

れ

○
被

害
者
が

安
心
し
て
相
談
等
を
受
け
ら
れ
る
支
援
体
制
の
整
備

が
促

進
さ
れ

ま
す
。

○
性

犯
罪
・

性
暴
力
被
害
の
顕
在
化
に
つ
な
が
り
、
被
害
者
支
援

の
取

組
が
進

み
ま
す
。

期
待

さ
れ

る
効

果



●
配

偶
者

暴
力

相
談

支
援

セ

ン
タ

―
の

設
置

促
進

、
相

談

体
制

の
充

実
、

被
害

者
の

支

援
等

【
成

果
目

標
】

○
Ｈ

３
２

ま
で

に
、

・
配

偶
者

か
ら

の
被

害
を

相

談
し

た
者

の
割

合

男
性

：
３

０
％

、
女

性
：
７

０
％

・
相

談
窓

口
の

周
知

度

男
女

と
も

７
０

％

・
市

町
村

に
お

け
る

配
暴

セ

ン
タ

ー
の

数
１

５
０

か
所

（
Ｈ

2
7
.1

1
時

点
；
8
8
か

所
）


市

町
村

に
お

け
る

配
偶

者
暴

力

相
談

支
援

セ
ン

タ
ー

の
設

置
促

進
（
地

方
公

共
団

体
に

対
す

る
働

き
か

け
）

⇒
 H

2
9
.1

1
現

在
：
1
0
5
か

所


「
女

性
に

対
す

る
暴

力
を

な
く
す

運
動

」
を

始
め

と
し

た
広

報
啓

発

（
パ

ー
プ

ル
ラ

イ
ト

ア
ッ

プ
等

）


配

偶
者

暴
力

相
談

支
援

セ
ン

タ
ー

関
係

者
対

象
の

研
修


被

害
者

支
援

と
し

て
の

加
害

者
更

生
に

関
す

る
取

組


配

偶
者

暴
力

相
談

支
援

セ
ン

タ
ー

の
設

置

促
進

（
市

町
村

に
未

設
置

の
都

道
府

県
に

お

け
る

実
態

把
握

等
）


「
女

性
に

対
す

る
暴

力
を

な
く
す

運
動

」
を

始

め
と

し
た

広
報

啓
発


配

偶
者

暴
力

相
談

支
援

セ
ン

タ
ー

関
係

者

対
象

の
研

修


地

域
社

会
内

で
の

加
害

者
更

生
プ

ロ
グ

ラ

ム
の

今
後

の
在

り
方

の
検

討
（
3
1
年

度
）


被

害
者

支
援

に
お

け
る

危
険

度
判

定
に

基

づ
く
加

害
者

対
応

に
関

す
る

調
査

研
究

（
3
0

年
度

予
算

（
新

規
）
０

．
１

億
円

）


改

正
配

偶
者

暴
力

防
止

法
の

施
行

状
況

を

踏
ま

え
た

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ

２
配

偶
者

等
か

ら
の

暴
力

の
被

害
者

へ
の

支
援

の
充

実
等

今
後

の
取

組
第

４
次

男
女

共
同

参
画

基
本

計
画

（
平

成
２

７
年

１
２

月
閣

議
決

定
）

女
性

活
躍

加
速

の
た

め
の

重
点

方
針

２
０

１
７

（
平

成
２

９
年

６
月

策
定

）



市
：
６
１
７

町
：
３
２
１

区
：
２
３

村
：
４
１

市
町
村

の
配

偶
者

暴
力

相
談
支

援
セ
ン

タ
ー
の

設
置
促

進
の
た
め
の
取
組
に
つ
い
て


配

偶
者

か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被

害
者

の
保

護
等
に
関

す
る
法

律
（
平

成
１
３
年
法
律
第
３
１
号
、
平
成
１
６
年
・
１
９
・
２
５
年
に
法
改
正
）

①
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
と
被
害
者
の
自
立
支
援
を
含
め
た
保

護
を
図
る
責
務
を
有
す
る
。
（
法
第
２
条
）

②
市
町
村
は
、
市
町
村
に
お
け
る
施
策
の
実
施
に
関
す
る
基
本
的
な
計
画
を
定
め
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
（
法
第
２
条
の
３
第
３
項
）

③
市
町
村
は
、
市
町
村
が
設
置
す
る
適
切
な
施
設
に
お
い
て
、
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
機
能
を
果
た
す
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
法
第
３
条
第
２
項
）


第

４
次

男
女
共
同
参
画
基
本
計

画
（
平

成
２
７
年
１
２
月
閣
議
決
定
）

－
第
７
分
野
「
女
性
に
対
す
る
あ
ら
ゆ
る
暴
力
の
根
絶
」
－

市
町
村
に
お
け
る
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
の
数

平
成
３
２
年
ま
で
の
成
果
目
標

１
５
０
か
所
（
平
成
２
９
年
１
１
月

現
在
：
１
０
５
か
所

）


配

偶
者
か
ら
の
暴
力
及
び
ス
ト
ー
カ
ー
対

策
に
係

る
地

方
財
政

へ
の
対

応

①
地
方
財
政
へ
の
対
応
と
し
て
、
特
別
交
付
税
（
市
町
村
基
本
計
画
の
作
成
に
要
す
る
経
費
、
配
偶

者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
の
業
務
に
関
す
る

経
費
、
緊

急
時
に
お
け
る
安
全
の
確
保
に
関
す
る
経
費
、
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
及
び
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
等
の
防
止
並
び
に
被
害
者
保
護
を
図
る

た
め
の
活
動
を
行
う
民
間
の
団
体
に
対
す
る
助
成
に
要
す
る
経
費
）
に
よ
り
財
政
支
援
を
実
施

②
市
が
支
弁
し
た
婦
人
相
談
員
が
行
う
業
務
に
要
す
る
費
用
に
つ
い
て
補
助
（
法
第
２
８
条
第
２
項
）

支 援 セ ン タ ー の 設 置 数 等

市
町

村
基

本
計
画
（
策
定
済
：1

,0
02
）の

内
訳

支
援
セ
ン
タ
ー
数

（
２
９
年
１
１
月
現
在
）

○
都
道
府
県
設
置

１
７
３
か
所

○
市
町
村
設
置

１
０
５
か
所

合
計

２
７
８
か
所

政
令
市

２
１
か
所

中
核
市

２
０
か
所

施
行
時
特
例
市

１
１
か
所

そ
の
他

５
３
か
所

（
市
町
村
設
置
の
内
訳
）

平
成
２
９
年
１
０
月
現
在

法 律 ・ 計 画 財 政 支 援

（
出
典
：
内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局
調
べ
）



＜
平
成

29
年
度
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
写

真
＞

全
閣

僚
等

の
パ

ー
プ
ル

リ
ボ
ン
着
用

（
官

邸
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲

載
写

真
を
一
部
加
工
）

＜
平

成
29

年
度

の
取

組
（
主

な
も
の

）
＞

○
ポ
ス
タ
ー
・
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の

配
布
、
掲

示
（
マ
ン
ガ
家
の

西
原

理
恵

子
氏

デ
ザ
イ
ン
）

○
パ
ー
プ
ル

・
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

※
45

都
道
府

県
12

7か
所

で
実

施
○

パ
ー
プ
ル

リ
ボ
ン
贈

呈
式

（
10

月
27

日
実
施
）

○
テ
レ
ビ
、
新

聞
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
広

報
○

全
閣
僚
等
の

パ
ー
プ
ル

リ
ボ
ン
着
用

※
閣
僚
懇

談
会

で
の

発
言

あ
り
（

11
月

10
日
）

女
性

に
対

す
る

暴
力

を
な

く
す

運
動

女
性
に
対
す
る
暴
力
根
絶

の
シ
ン
ボ
ル
カ
ラ
ー
で
あ
る

パ
ー
プ
ル
に
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
、

暴
力
の
根
絶
を
呼
び
か
け
る

と
と
も
に
被
害
者
に
対
し
、

「
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
ま
ず
は

相
談
を
！
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
送
っ
て
い
ま
す
。

パ
ー

プ
ル

ラ
イ

ト
ア

ッ
プ

＜
概

要
＞

政
府

で
は

、
毎

年
11

月
12

日
か
ら

11
月

25
日

（
女
性
に
対
す
る
暴
力
撤
廃
国
際
日
）
ま
で
の

２
週

間
、
関
係
団
体
と
の
連
携
、
協
力
の
下
、
女
性
に
対
す
る

暴
力

の
問

題
に
関

す
る
取
組
を
一
層
強
化
す
る
た
め
の

広
報
活

動
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
（
平
成

13
年
６
月
５
日
男
女
共
同
参
画
推
進
本
部
決
定
）

＜
目

的
＞

潜
在

化
し
や

す
い
女
性
に
対
す
る
暴
力

（
配
偶
者
等
か
ら
の
暴
力
、
性
犯
罪
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
、
売
買
春
、
人
身
取
引
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
等
）
の
問
題

に
対
し
、
社
会

の
意
識
を
喚
起
す
る
と
と
も
に
、
女

性
の
人

権
尊
重

の
た
め
の
意

識
啓
発

や
教
育

の
充
実
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
暴
力
を
容
認
し
な
い
社

会
風

土
を
醸

成
す
る
た
め
の
啓
発
を
強
力
に
推
進
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

内
閣

府
男

女
共

同
参

画
局

暴
力

対
策

推
進

室

＜
平
成

29
年
度
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
実

施
し
た
都

道
府

県
＞

※
黄
色
の
★
は
今
年
度
初
め
て
実

施
し
た
県

パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン
贈

呈
式

（
ミ
ス
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

世
界
大
会
出

場
者

に
よ
る
パ
ー
プ
ル

リ
ボ
ン
着
用

）



○
支

援
セ
ン

タ
ー
長
及
び
支
援
セ
ン
タ
ー
主
管
部
署
の
行
政
職
員

向
け

研
修

・
開

催
回

数
：
２
回

・
開

催
時

期
：
平
成
３
０
年
８
月
予
定

・
参

加
者

：
１
６
０
名
程
度

○
官

民
支
援

機
関
の
相
談
員
向
け
研
修

・
開

催
回

数
：
３
回

・
開

催
時

期
：
平
成
３
０
年
１
０
月
予
定

・
参

加
者

数
：
２
４
０
名
程
度

○
支

援
セ
ン

タ
ー
を
設
置
し
た
地
方
公
共
団
体
の
事
例
報
告
集

・
ア

ン
ケ

ー
ト
及
び
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
：
１
０
団
体
程
度

○
支

援
セ
ン

タ
ー
設
置
検
討
市
町
村
へ
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣

・
開

催
回

数
：
１
５
回
程
度

○
全
国

の
配

偶
者
暴
力

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
（

以
下
「

支
援
セ
ン

タ
ー

」
と
い

う
。
）
に
お
け
る
配
偶
者
か
ら

の
暴

力
に

関
す
る
相

談
件

数
は
、

支
援
セ
ン
タ
ー
機
能
が
法
制
度

化
さ

れ
た

平
成
１
４

年
度

の
３
５

，
９
４
３
件
か
ら
年
々
増
加
傾

向
に

あ
り

、
平
成
２

８
年

度
は
１

０
６
，
３
６
７
件
と
な
っ
て
い
ま

す
。

○
被

害
者
か

ら
の
相
談

に
適
切
に
対
応
す
る
た

め
に
は

、
被
害
者

支
援

の
中

核
的

役
割
を
担
う
支
援
セ
ン
タ
ー
の

相
談

体
制
の

整
備
・

強
化

、
支
援

の
質
の
向
上
及
び
民
間
支
援
団
体

を
含
め

た
関
係
機

関
の

連
携
が

重
要
で
す
。

○
こ

の
た
め

、
支
援
セ

ン
タ
ー
に
お
け
る
相
談
対

応
の

質
の
向
上

及
び

被
害

者
支

援
に
お
け
る
都
道
府
県
と
市
町
村

・
行
政

と
民
間
の

更
な

る
連
携

の
促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
職

務
関
係
者

を
対

象
と
す

る
研
修
（
法
制
度
や
支
援
実
務

に
有

用
な

ス
キ
ル
等

を
専

門
家
か

ら
学
ぶ
機
会
を
提
供
す
る
も
の

）
を

実
施

し
ま
す
。

○
ま

た
、
支

援
セ
ン
タ

ー
を
設
置
し
た
地
方
公
共

団
体

に
お
け
る

個
別

事
案

の
対

応
を
含
め
た
関
係
機
関
間
連
携

の
具

体
的

方
法
に
関

す
る

取
組
事

例
を
収
集
・
分
析
し
地
方
公
共

団
体

に
提

供
し
ま
す

。
○

さ
ら

に
、

概
ね
平
成

３
２
年
度
ま
で
に
支
援
セ

ン
タ

ー
設
置
を

検
討

し
て

い
る

市
町
村
に
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
派

遣
し

ま
す

。

女
性

に
対

す
る

暴
力

被
害

者
の

た
め

の
官

官
・

官
民

連
携

促
進

事
業

経
費

（
内

閣
府

男
女

共
同

参
画

局
推

進
課

）

3
0
年

度
予

算
額

（
案

）
０

．
２

億
円

（
２

9
年

度
予

算
額

０
．

2
億

円
）

事
業

概
要

・
目

的
事

業
イ

メ
ー

ジ
・

具
体

例

○
支

援
に
お

け
る
都
道
府
県
・
市
町
村
・
民
間
団
体
の
連
携
及
び

相
談

員
の
相

談
ス
キ
ル
の
向
上
に
よ
り
、
被
害
者
の
ニ
ー
ズ
や

地
域

の
実
情

に
応
じ
た
切
れ
目
の
な
い
き
め
細
や
か
な
支
援
が

行
わ

れ
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

○
支

援
セ
ン

タ
ー
の
設
置
を
検
討
し
て
い
る
市
町
村
に
効
果
的
な

ア
ド

バ
イ
ス

を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
早
期
設
置
に
つ
な
が
り
ま

す
。

期
待

さ
れ

る
効

果

国
業

務
委
託

受
託

事
業
者

資
金

の
流

れ



○
有

識
者
検

討
会
の
開
催

・
検

討
会

委
員
：
５
名

・
開

催
回

数
：
５
回

○
ヒ

ア
リ
ン

グ
調
査

【
対

象
国
】

米
国

等
【

対
象
機

関
】
政
府
機
関
、
民
間
支
援
団
体
、
有
識
者
等

○
試

行
調
査

の
実
施

【
対

象
】

配
偶
者
暴
力
被
害
者
支
援
機
関
（
配
偶
者
暴
力
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー
、
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
等
）

○
報

告
書
の

作
成

海
外

調
査

・
試
行
調
査
の
結
果
及
び
結
果
に
対
す
る
検
討
会
に

お
け

る
検
討

内
容
等

国
業
務
委
託

受
託

事
業
者

○
第
４

次
男

女
共
同
参

画
基
本
計
画
（
平
成
２
７

年
１

２
月
２
５

日
閣

議
決
定

）
で
は
、
配
偶
者
等
か
ら
の
暴

力
の

防
止

及
び
被

害
者

の
保
護

等
の
推
進
に
向
け
た
具
体
的
な

取
組

と
し

て
、
加

害
者

プ
ロ
グ

ラ
ム
を
実
施
す
る
場
合
の
連
携

体
制

の
構

築
も
含

め
、

そ
の
在

り
方
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と

と
さ

れ
て

い
ま
す
。

○
平

成
２
７

年
度
に
内
閣
府
が
実
施
し
た
「
配

偶
者
等

に
対
す
る

暴
力

の
加
害

者
更
生
に
係
る
実
態
調
査
研
究
事

業
」
報

告
書
で

は
、

被
害
者

の
安
全
を
確
保
し
、
加
害
者
に
対

し
て
適

切
な
ア

プ
ロ

ー
チ
を

行
う
た
め
に
は
被
害
者
及
び
そ
の

子
ど
も

が
直
面

す
る

暴
力
の

危
険
性
に
つ
い
て
、
包
括
的
に
ア

セ
ス
メ

ン
ト
す

る
こ

と
が
重

要
で
あ
る
と
の
見
解
が
示
さ
れ
ま

し
た
。

○
こ

れ
ら
を

踏
ま
え
、
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト

に
基
づ

く
加
害
者

対
応

方
針
（

加
害
者
プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
団
体
と

の
連
携

を
含

む
）

に
つ
い

て
諸
外
国
に
お
け
る
ヒ
ア
リ
ン
グ

調
査
を

通
し
て

研
究

す
る
と

と
も
に
、
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト

指
標
案

を
作
成

し
、

配
偶
者

暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
等
を
対

象
と
す

る
試
行

調
査

を
実
施

し
ま
す
。
調
査
結
果
に
つ
い
て
は

、
検
討

会
に
お

い
て

分
析
し

報
告
書
に
と
り
ま
と
め
ま
す
。

被
害

者
支

援
に

お
け

る
危

険
度

判
定

に
基

づ
く

加
害

者
対

応
に

関
す

る
調

査
研

究
経

費
（

内
閣

府
男

女
共

同
参

画
局

推
進

課
）

3
0
年

度
予

算
額

（
案

）
０

．
１

億
円

（
新

規
）

事
業

概
要

・
目

的
事

業
イ

メ
ー

ジ
・

具
体

例

資
金

の
流

れ
○

先
行

事
例

を
参
考
に
、
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
指
標
を
用
い
た

加
害

者
対
応

の
在
り
方
に
つ
い
て
調
査
研
究
す
る
こ
と
で
、
配

偶
者

か
ら
の

暴
力
の
多
様
な
現
状
に
即
し
た
加
害
者
対
応
を
含

め
た

被
害
者

支
援
を
行
う
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

期
待

さ
れ

る
効

果



３
若

年
層

を
対

象
と
し
た
性

的
な
暴

力
へ

の
対

応
（
い
わ

ゆ
る
ア
ダ
ル

ト
ビ
デ
オ
出

演
強

要
問

題
、
「
Ｊ
Ｋ
ビ
ジ
ネ
ス
」
問

題
等

に
係

る
対

応
）


「
い
わ
ゆ
る
Ａ
Ｖ
出
演
強
要
問

題
・
『
Ｊ

Ｋ
ビ
ジ
ネ
ス
』
問
題
等
に
関
す
る
今

後
の
対
策
」
（
平
成
２
９
年
５
月
）
に

基
づ
く
取
組
の
推
進


若
年
層
に
お
け
る
性
的
な
暴
力

に

係
る
相
談
・
支
援
の
在
り
方
に
関
す

る
調
査
研
究

（
２
９
年

度
予

算
（
新

規
）
０
．
１
億

円
）


「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運

動
」
を
始
め
と
し
た
広
報
啓
発

（
パ
ー
プ
ル
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
等

）


若
年
層
に
対
し
て
教
育
・
啓
発
の
機

会
を
多
く
持
つ
者
等
を
対
象
と
し
た

研
修


左

記
対

策
に
係

る
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
調

査

結
果

に
基

づ
く
よ
り
一

層
の

取
組

の
推

進


若

年
層

に
お
け
る
女

性
に
対

す
る
暴

力

の
効

果
的

な
予

防
啓

発
及

び
被

害
者

支

援
の

た
め
の

調
査

研
究

（
３
０
年
度
予
算
（
新
規
）
０
．
１
億
円
）

→
被

害
者

支
援

マ
ニ
ュ
ア
ル

等
を
作

成


「
女

性
に
対

す
る
暴

力
を
な
く
す
運

動
」
を

始
め
と
し
た
広

報
啓

発

（
パ

ー
プ
ル

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
等

）


若

年
層

に
対

し
て
教

育
・
啓

発
の

機
会

を

多
く
持

つ
者

等
を
対

象
と
し
た
研

修

●
女
性

に
対
す
る
暴
力

の
被

害
者
に
対
す
る
効
果

的
な
支

援
の
在

り
方
等
の
検

討

●
各
種

性
犯
罪
へ
の
対

応
（
ポ

ル
ノ
撮
影
等
の
際
に
な
さ
れ

る
性
犯
罪
等
へ
の
厳

正
な
取

締
り
）

●
子
供

に
対
す
る
性
的

な
暴

力
の
防

止
、
相
談
・
支

援
等

●
児
童

買
春
対
策
の
推

進

●
広
報

啓
発
の
推
進

等

今
後

の
取

組
第

４
次

男
女

共
同

参
画

基
本

計
画

（
平
成

２
７
年
１
２
月
閣
議
決
定
）

女
性

活
躍

加
速

の
た
め
の

重
点

方
針

２
０
１
７

（
平
成
２
９
年
６
月
策
定
）



い
わ

ゆ
る
ア
ダ
ル

ト
ビ
デ
オ
出

演
強
要

問
題
・
「
Ｊ
Ｋ
ビ
ジ
ネ
ス
」
問

題
等
に
関

す
る
今

後
の

対
策

（
概

要
）

○
男
女
共
同
参
画
会
議
に
設
置
さ
れ
て
い
る
「
女
性
に
対
す
る
暴
力
に
関
す
る
専
門
調
査
会
」
に
お
い
て
､平

成
2
9
年
３
月

1
4
日
に
と
り
ま
と
め
た
現
状
と
課
題

を
整
理
し
た
報
告
書
等

を
踏
ま
え
、
同
月

2
1
日
、
「
い
わ
ゆ
る
ア
ダ
ル
ト
ビ
デ
オ
出
演
強
要
問
題
・
『
Ｊ
Ｋ
ビ
ジ
ネ
ス
』
問

題
等
に
関
す
る
関
係
府
省
対
策
会
議
」

を
設
置

し
た
（
議
長
：
加
藤
勝
信
男
女
共
同
参
画
担
当
大
臣
。
関
係
７
府
省
局
長
級
を
構
成
員
）
。

○
関
係
府
省
対
策
会
議
に
お
い
て
、
平
成

2
9
年
４
月
を
被
害
防
止
月
間
と
位
置
付
け
、
必
要
な
取
組
を
緊
急
か
つ
集
中
的
に
実
施
す
る
緊
急
対
策
を
策
定

し
た

（
同
年
３
月

3
1
日
）
。
そ
の
実
施
状
況
も
踏
ま
え
、
同
年
５
月

1
9
日
、
「
今
後
の
対
策
」
を
と
り
ま
と
め
た
。

１
更

な
る
実

態
把
握

・
若

年
層

に
対

す
る
性

的
な
暴

力
に
係
る
相

談
･支

援
の
在
り
方
の
た
め
の
調
査
研
究

【
内
閣
府
】

・
「
Ｊ
Ｋ
ビ
ジ
ネ
ス
」の

営
業
に
関

す
る
実

態
調
査

及
び
分
析
の
実
施
【警

察
庁
】

２
取

締
り
等
の
強
化

・
ア
ダ
ル

ト
ビ
デ
オ
出

演
強

要
問

題
専

門
官
の

指
定

【
警
察
庁
】

・
「
J
K
ビ
ジ
ネ
ス
」
の

禁
止

等
に
関

す
る
条

例
制
定

の
支
援

【
警
察
庁
】

・
「
J
K
ビ
ジ
ネ
ス
」
等

に
対

す
る
各

国
の

法
制
度

及
び
施

策
の
調
査
研
究
の
実
施

【
警
察
庁
】

３
教

育
・
啓
発
の
強
化

・
毎

年
４
月

､「
A

V
出

演
強

要
･『

J
K
ビ
ジ
ネ
ス
』等

被
害
防
止
月
間
」
の
実
施

【
関
係
府
省
】

・
被

害
防

止
教

育
の

推
進

【
警

察
庁

､内
閣

府
､文

科
省

】

・
業

界
関

係
者

に
対

す
る
法

令
等

の
周
知

【
厚

労
省

、
消
費
者
庁
】

４
相

談
体

制
の
充
実

・
相

談
窓

口
の

整
備

及
び
積

極
的

な
周
知

【
内

閣
府

、
関

係
府
省
】

・
対

応
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
作
成
、
関

係
機

関
等
の

職
員
へ

の
研
修

の
充
実

・
強
化

【
関
係
府
省
】

・
若

年
の

被
害

女
性

に
対

す
る
居

場
所

の
確
保

等
に
関
す
る
モ
デ
ル
事
業
の
検
討

【
厚
労
省
】

５
保

護
・
自
立
支
援
の
取
組
強
化

・
｢J

K
ビ
ジ
ネ
ス
｣稼

働
児
童

等
に
対

す
る
迅

速
な
保

護
及
び
適
切
な
支
援
【警

察
庁
､文

科
省
､厚

労
省
】

・
婦

人
保

護
施

設
等

で
の

中
長
期

的
な
支

援
体

制
の
在

り
方
の
検

討
【
厚
労
省
】

６
そ
の

他

・
被

害
の

防
止

及
び
救

済
等

の
た
め
の

新
た
な
対
応
策

の
検
討

【
内
閣
府
、
関
係
府
省
】

・
情

報
提

供
等

を
通

じ
た
地
方

公
共
団

体
に
対

す
る
支

援
の
強
化

【
関
係
府
省
】

等

今
後

の
対

策
（
主

な
も
の

）

背
景

１
取

締
り
等
の
強
化

・
ス
カ
ウ
ト
に
対

す
る
検

挙
件
数
、
人
員

2
3
件

2
3
名

・
ス
カ
ウ
ト
に
対

す
る
指

導
・
警
告
結
果

1
0
1
回

1
9
0
名

・
「
J
K
ビ
ジ
ネ
ス
」
の

経
営

者
や
客
等
を
検
挙
し
た
件
数

5
件

6
名

・
一

斉
補

導
等

に
よ
り
補

導
・
保
護
し
た
児
童
数

4
0
名

等

２
被

害
防

止
の
た
め
の

教
育
・
啓
発
の
強
化

・
内

閣
府

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
啓
発
サ
イ
ト
を
開
設

（ア
ク
セ
ス
数

9
3
,3

8
0
件
）

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
広

告
等

に
よ
る
啓
発
動
画
の
発
信

（
動

画
再
生

数
合

計
約

2
3
0
万
件
）

・
女

子
大

学
生

を
対

象
と
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

（
約

1
,6

0
0
人

参
加

）
・

被
害

防
止

教
室

等
の

実
施

(約
2
,7

0
0
回

､約
4
3
2
,0

0
0
人

)
・

街
頭

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の

実
施

(約
1
,4

0
0
回

)
・

各
種

広
報

媒
体

を
活

用
し
た
啓
発
活
動

等

３
相

談
体

制
の
充
実

・
様

々
な
機
会

や
媒

体
を
活

用
し
た
相
談
窓
口
の
周
知

・
相

談
等

件
数

ア
ダ
ル

ト
ビ
デ
オ
関
係

9
件

「
J
K
ビ
ジ
ネ
ス
」
関
係

1
4
件

緊
急

対
策

（平
成

2
9年

４
月
）の

実
施
結
果



国
業
務
委
託

受
託

事
業
者

○
有

識
者
検

討
会
の
開
催

・
検

討
会

委
員
：
５
名

・
開

催
回

数
：
５
回

○
ヒ

ア
リ
ン

グ
調
査

若
年

層
に

お
け
る
女
性
に
対
す
る
暴
力
の
予
防
啓
発
や
被
害
者

支
援

に
実
績

の
あ
る
団
体
等
（
５
団
体
程
度
）

○
若

年
層
を

対
象
と
し
た
女
性
に
対
す
る
暴
力
の
予
防
啓
発
媒
体

の
開

発
・
制

作
及
び
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
施
等

【
啓

発
媒
体

】
Ｈ
Ｐ
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
用
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、

啓
発
冊
子

○
相

談
対
応

マ
ニ
ュ
ア
ル
及
び
調
査
報
告
書
の
作
成

○
第

４
次

男
女

共
同

参
画

基
本

計
画

（
平

成
２

７
年

１
２

月
２

５
日

閣
議

決
定

）
に

お
い

て
、

暴
力

を
容

認
し

な
い

社
会

環
境

を
整

備
す

る
た

め
、

特
に

若
年

層
へ

の
教

育
・

啓
発

を
強

力
に

推
進

す
る

こ
と

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
ま

た
、

「
い

わ
ゆ

る
ア

ダ
ル

ト
ビ

デ
オ

出
演

強
要

問
題

・
「

Ｊ
Ｋ

ビ
ジ

ネ
ス

」
問

題
等

に
関

す
る

今
後

の
対

策
」

（
平

成
２

９
年

５
月

策
定

）
に

お
い

て
は

、
広

報
・

啓
発

活
動

の
強

化
に

取
り

組
む

と
と

も
に

、
関

係
機

関
の

職
員

が
被

害
者

等
に

対
し

適
切

に
相

談
対

応
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

有
識

者
や

関
係

機
関

の
意

見
も

踏
ま

え
、

対
応

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

作
成

す
る

こ
と

と
さ

れ
て

い
ま

す
。

○
さ

ら
に

、
女

性
活

躍
加

速
の

た
め

の
重

点
方

針
２

０
１

７
に

お
い

て
は

、
様

々
な

状
況

に
置

か
れ

た
被

害
者

に
必

要
な

情
報

が
届

く
よ

う
、

効
果

的
な

広
報

・
周

知
方

策
に

つ
い

て
検

討
す

る
こ

と
と

さ
れ

て
い
ま
す
。

○
こ

れ
ら

を
踏

ま
え

、
若

年
層

に
お

け
る

女
性

に
対

す
る

暴
力

の
予

防
啓

発
の

充
実

に
む

け
て

、
国

内
外

に
お

け
る

啓
発

手
法

に
つ

い
て

有
識

者
検

討
会

に
お

け
る

分
析

等
を

踏
ま

え
、

被
害

者
に

対
す

る
効

果
的
な
啓
発
媒
体
の
開
発
・
制

作
を

行
い

ま
す
。

若
年

層
に

お
け

る
女

性
に

対
す

る
暴

力
の

効
果

的
な

予
防

啓
発

及
び

被
害

者
支

援
の

た
め

の
調

査
研

究
経

費
（

内
閣

府
男

女
共

同
参

画
局

推
進

課
）

3
0
年

度
予

算
額

（
案

）
０

．
１

億
円

（
新

規
）

事
業

概
要

・
目

的
事

業
イ

メ
ー

ジ
・

具
体

例

資
金

の
流

れ
○

若
年

層
に

お
け
る
女
性
に
対
す
る
暴
力
の
予
防
啓
発
及
び
被
害

者
支

援
に
関

す
る
調
査
等
を
と
お
し
て
、
国
内
に
お
け
る
予
防

啓
発

手
法
及

び
相
談
支
援
の
在
り
方
の
改
善
が
促
進
さ
れ
ま
す
。

期
待

さ
れ

る
効

果



国

業
務
委
託

受
託

事
業
者

○
若

年
層
に

対
し
て
教

育
・
啓
発
の
機
会
を
多
く
持
つ
者
を
対
象

と
す

る
、
女

性
に
対
す
る
暴
力
の
予
防
啓
発
に
関
す
る
研
修
を

全
国

３
か
所

で
実
施
し
ま
す
。

○
第
４

次
男

女
共
同
参

画
基
本
計
画
（
平
成
２

７
年
１

２
月
２
５

日
閣

議
決
定

）
に
お
い
て
は
、
暴
力
を
容
認
し

な
い
社

会
環
境

を
整

備
す
る

た
め
、
特
に
若
年
層
へ
の
教
育
・

啓
発
を

強
力
に

推
進

す
る
こ

と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
ま

た
、
女

性
活
躍
加
速
の
た
め
の
重
点
方
針

２
０
１

７
に
お
い

て
は

、
女
性

に
対
す
る
暴
力
の
予
防
と
根
絶
の

た
め
の

基
盤
づ

く
り

と
し
て

、
女
性
に
対
す
る
暴
力
に
関
す
る

認
識
を

深
め
、

被
害

者
の
置

か
れ
た
状
況
に
十
分
に
配
慮
し
、

適
切
な

対
応
を

と
る

こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
警
察
、
検
察
、
学

校
、
婦

人
相
談

所
、

配
偶
者

暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
等
を
は

じ
め
と

す
る
各

機
関

の
職
務

関
係
者
に
対
す
る
研
修
等
を
充
実

さ
せ
、

支
援
に

携
わ

る
人
材

の
育
成
を
図
る
こ
と
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

○
こ

う
し
た

こ
と
を
踏
ま
え
、
若
年
層
に
対
し

て
教
育
・

啓
発
の

機
会

を
多
く

持
つ
者
等
を
対
象
と
す
る
女
性
に

対
す
る

暴
力
の

予
防

啓
発
に

関
す
る
研
修
を
実
施
し
ま
す
。

女
性

に
対

す
る

暴
力

の
予

防
啓

発
促

進
経

費
（

内
閣

府
男

女
共

同
参

画
局

推
進

課
）

3
0
年

度
予

算
額

（
案

）
０

．
0
４

億
円

（
２

９
年

度
予

算
額

０
．

0
6
億

円
）

事
業

概
要

・
目

的
事

業
イ

メ
ー

ジ
・

具
体

例

資
金

の
流

れ

○
多

様
化
す

る
若
年
層
に
お
け
る
暴
力
へ
の
理
解
や
、
若
年
層
に

対
す

る
教
育

・
啓
発
を
担
う
人
材
の
育
成
を
促
進
す
る
こ
と
に

よ
り

、
地
域

や
学
校
に
お
け
る
若
年
層
に
対
す
る
予
防
啓
発
活

動
の

拡
充
、

女
性
に
対
す
る
暴
力
に
関
す
る
教
育
・
学
習
の
充

実
等

が
図
ら

れ
ま
す
。

期
待

さ
れ

る
効

果



性犯罪・性暴力被害者支援交付金を活

用したワンストップ支援センターの設

置促進 

担当府省：内閣府男女共同参画局推進課暴力対策推進室 

第 ４ 次 男 女 共 同 参 画

基 本 計 画 に お け る 記

載箇所  

P64 第７分野  女性に対するあらゆる暴力の根絶 

 ４  性犯罪への対策の推進 

イ（ア）①

女 性 活 躍

加 速 の た

め の 重 点

方針 2017

との関連  

通し番号  105、 106 

記載箇所  Ⅱ  女性の活躍を支える安全・安心な暮らしの実現 

２． 女性に対するあらゆる暴力の根絶 

 （１）性犯罪への対策の推進  ② 

女 性 活 躍

加 速 の た

め の 重 点

方針 2016

との関連  

通し番号  79、 80 

記載箇所  Ⅱ  女性の活躍を支える安全・安心な暮らしの実現 

２． 女性に対するあらゆる暴力の根絶 

（１）  性犯罪への対策の推進  ① 

女 性 活 躍

加 速 の た

め の 重 点

方針 2015

との関連  

通し番号  93 

記載箇所  ２  将来に向けた女性の人材育成と幅広い女性活躍のための環

境整備  

（８）困難を抱えた女性が安心して暮らすための環境整備  

③  

ヒアリング項目①：



 

 

市町村における配偶者暴力相談支援

センターの設置促進等 
 

担当府省：内閣府男女共同参画局推進課暴力対策推進室 

 

第 ４ 次 男 女 共 同 参 画

基 本 計 画 に お け る 記

載箇所  

P75 第７分野 

２  配偶者等からの暴力の防止及び被害者の保護等の推進 

女 性 活 躍

加 速 の た

め の 重 点

方針 2017

との関連  

通し番号  127、 128 

記載箇所  Ⅱ  女性の活躍を支える安全・安心な暮らしの実現 

１ . 女性に対するあらゆる暴力の根絶   

（４）配偶者等からの暴力の被害者への支援の充実等  ①  

女 性 活 躍

加 速 の た

め の 重 点

方針 2016

との関連  

通し番号  88、 89、 90-2 

記載箇所  Ⅱ  女性の活躍を支える安全・安心な暮らしの実現 

１ . 女性に対するあらゆる暴力の根絶   

（３）配偶者等からの暴力の被害者への支援の充実等  ①  

 

女 性 活 躍

加 速 の た

め の 重 点

方針 2015

との関連  

通し番号  123、 154 

記載箇所  ４ . 暮らしの質の向上のための取組 

（１）暮らしの質の向上に資する空間づくり ①オ 

 

（２）問題・課題を抱えた女性に対する情報提供と妊娠、出産、

子育て、介護等に係る支え合い  ①イ   

 

 

 

 

  

ヒアリング項目②：  



 

 

加害者更生に関する取組の具体化 
 

担当府省：内閣府男女共同参画局推進課暴力対策推進室 

 

第 ４ 次 男 女 共 同 参 画

基 本 計 画 に お け る 記

載箇所  

P71 第７分野  女性に対するあらゆる暴力の根絶 

２  配偶者等からの暴力の防止及び被害者の保護等の推進 

 ウ（カ）① 

女 性 活 躍

加 速 の た

め の 重 点

方針 2017

との関連  

通し番号  131 

記載箇所  Ⅱ  女性の活躍を支える安全・安心な暮らしの実現 

１． 女性に対するあらゆる暴力の根絶 

（４）配偶者等からの暴力の被害者への支援の充実等  ④ 

女 性 活 躍

加 速 の た

め の 重 点

方針 2016

との関連  

通し番号  －  

記載箇所  －  

女 性 活 躍

加 速 の た

め の 重 点

方針 2015

との関連  

通し番号  －  

記載箇所  －  

 

 

 

  

ヒアリング項目③：  



 

 

改正配偶者暴力防止法の施行状況を踏ま

えたフォローアップ 
 

担当府省：内閣府男女共同参画局推進課暴力対策推進室 

 

第 ４ 次 男 女 共 同 参 画

基 本 計 画 に お け る 記

載箇所  

P.64 

第７分野 

１  女性に対する暴力の予防と根絶のための基盤づくり 

女 性 活 躍

加 速 の た

め の 重 点

方針 2017

との関連  

通し番号  132 

記載箇所  Ⅱ女性の活躍を支える安全・安心な暮らしの実現 

１ .女性に対するあらゆる暴力の根絶   

（４）配偶者等からの暴力の被害者への支援の充実等  ⑤ 

女 性 活 躍

加 速 の た

め の 重 点

方針 2016

との関連  

通し番号  －  

記載箇所  －  

女 性 活 躍

加 速 の た

め の 重 点

方針 2015

との関連  

通し番号  －  

記載箇所  －  

 

 

  

ヒアリング項目④：  



 

 

広報啓発の充実 
 

担当府省：内閣府男女共同参画局推進課暴力対策推進室 

 

第 ４ 次 男 女 共 同 参 画

基 本 計 画 に お け る 記

載箇所  

P.64 

第７分野 

１  女性に対する暴力の予防と根絶のための基盤づくり 

女 性 活 躍

加 速 の た

め の 重 点

方針 2017

との関連  

通し番号  135－ 138 

記載箇所  Ⅱ女性の活躍を支える安全・安心な暮らしの実現 

１ .女性に対するあらゆる暴力の根絶   

（５）女性に対する暴力の予防と根絶のための基盤づくり 

  ② 

女 性 活 躍

加 速 の た

め の 重 点

方針 2016

との関連  

通し番号  －  

記載箇所  －  

女 性 活 躍

加 速 の た

め の 重 点

方針 2015

との関連  

通し番号  155 

記載箇所  ４ . 暮らしの質の向上のための取組 

（２）問題・課題を抱えた女性に対する情報提供と妊娠、出産、

子育て、介護等に係る支え合い  ① イ 

 

 

  

ヒアリング項目⑤：  



 

 

「いわゆるアダルトビデオ出演強要

問題・『ＪＫビジネス』問題等に関す

る今後の対策」に基づく施策の推進 
 

担当府省：内閣府男女共同参画局推進課暴力対策推進室 

 

第 ４ 次 男 女 共 同 参 画

基 本 計 画 に お け る 記

載箇所  

P.64 

第７分野 

５  子供に対する性的な暴力の根絶に向けた対策の推進 

女 性 活 躍

加 速 の た

め の 重 点

方針 2017

との関連  

通し番号  113 

記載箇所  Ⅱ女性の活躍を支える安全・安心な暮らしの実現 

１ .女性に対するあらゆる暴力の根絶   

（２）若年層を対象とした性的な暴力の根絶 ② 

女 性 活 躍

加 速 の た

め の 重 点

方針 2016

との関連  

通し番号  －  

記載箇所  －  

女 性 活 躍

加 速 の た

め の 重 点

方針 2015

との関連  

通し番号  －  

記載箇所  －  

 

 

  

ヒアリング項目⑥：  



若年層の性的搾取に係る相談・支援

の在り方の検討 

担当府省：内閣府男女共同参画局推進課暴力対策推進室

第 ４ 次 男 女 共 同 参 画

基 本 計 画 に お け る 記

載箇所  

P.64

第７分野

５  子供に対する性的な暴力の根絶に向けた対策の推進 

女 性 活 躍

加 速 の た

め の 重 点

方針 2017

との関連  

通し番号  123 

記載箇所  Ⅱ女性の活躍を支える安全・安心な暮らしの実現 

１ .女性に対するあらゆる暴力の根絶  

（２）若年層を対象とした性的な暴力の根絶 ③ 

女 性 活 躍

加 速 の た

め の 重 点

方針 2016

との関連  

通し番号  －  

記載箇所  －  

女 性 活 躍

加 速 の た

め の 重 点

方針 2015

との関連  

通し番号  －  

記載箇所  －  

ヒアリング項目⑦：



警
察
庁
で
は
、
平
成
2
8
年
度
か
ら
新
規
に
予
算
措
置
（
都
道
府
県
警
察
費
補
助
金
）
し
、
都
道

府
県
警
察
に
対
し
、
犯
罪
被
害
者
が
自
ら
選
ん
だ
精
神
科
医
、
臨
床
心
理
士
等
か
ら
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
を
受
け
た
場
合
に
も
公
費
負
担
が
で
き
る
よ
う
指
導
。

平
成
3
0
年
度
に
お
い
て
も
、
引
き
続
き
同
額
の
予
算
を
確
保
し
、
全
国
的
に
公
費
負
担
が
実
施

さ
れ
る
よ
う
都
道
府
県
警
察
を
指
導
。

（
平
成
3
0年

度
予
算
案
：
2
8,
15
6千

円
）

「
第
３
次
犯
罪
被
害
者
等
基
本
計
画
」
（
平
成
2
8
年
４
月
１
日
閣
議
決
定
）
に
お
い
て
、
カ
ウ

ン
セ
リ

ン
グ
等
心
理
療
法
の
費
用
の
負
担
軽
減
等
が
盛
り
込
ま
れ
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
費
用
の
公

費
負
担

制
度
の
全
国
展
開
を
図
る
こ
と
な
ど
が
掲
げ
ら
れ
た
。



「
第
３
次
犯
罪
被
害
者
等
基
本
計
画
」
（
平
成
2
8年

４
月
１
日
閣
議
決
定
）
に
お
い

て
、
被
害
が
潜
在
化

し
や
す
い
犯
罪
被
害
者
等
に
対
す
る
相
談
体
制
の
充

実
等
が
盛
り
込
ま
れ
、
性
犯
罪
被
害
者
支
援
の
充
実

に
関
し
、
相
談
窓
口
の
認
知
度
の
向
上
や
相
談
し
や

す
い
環
境
の
整
備
等
が
掲
げ
ら
れ
た
。

性
犯
罪
被
害

者
が
よ
り
相
談
し
や
す
い
体
制
を
構

築
す
る
た
め
、
各
都
道
府
県
警
察
の
性
犯
罪
被
害
電

話
相
談
窓
口
に
つ
な

が
る
全
国
共
通
の
短
縮
ダ
イ
ヤ

ル
番
号
（
♯
８
１
０
３
「
ハ
ー
ト
さ
ん
」
）
を
導
入

し
た
。



１
．
子
供
の
性
被
害
と
は

050
0

10
00

15
00

0

50
0

10
00

15
00

20
00

25
26

27
28

29

検
挙
件
数

(左
軸

)
検
挙
人
員

(左
軸

)
被
害
児
童
数

(右
軸

)

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ト
に
起
因
す
る

児
童
買
春
等
の
事
犯

児
童
ポ
ル
ノ
事
犯

（
件
･人
）

（
人
）

○
い
わ
ゆ
る
「
Ｊ
Ｋ
ビ
ジ
ネ
ス
」

等
児
童
の
性
を
売
り
物
と
す
る
営

業
の
出
現

○
子
供
の
性
被
害
に
対
す
る
国
際

社
会
の
動
向

○
20

20
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
を
視

野
に
入
れ
た
取
組
の
推
進

○
低
年
齢
児
童
を
被
害
者
と
す
る

悪
質
な
事
件
の
発
生

２
．
子
供
の
性
被
害
を
め
ぐ
る
情
勢

３
．
子
供
の
性
被
害
防
止
プ
ラ
ン
策
定
の
経
緯

４
．
子
供
の
性
被
害
防
止
プ
ラ
ン
の
構
成

第
三
次
児
童
ポ
ル
ノ
排
除
総
合
対
策

(平
成

28
年
７
月

12
日
付
け
犯
罪
対
策
閣
僚
会
議
決
定

)
に
規
定
の
施
策

未
掲
載
の
施
策

28
年
４
月
以
降
、
関
係
府
省
庁
間
の
総
合
調
整
を
、
国
家
公
安
委
員
会
が
行
う
こ
と
に
。

関
係
府
省
庁
局
長
級
会
議
の
開
催
を
申
合
せ
。

プ
ラ
ン
策
定
に
向
け
、
関
係
府
省
庁
局
長
級
会
議
等
に
お
い
て
検
討
を
行
っ
た
。

02040608010
0

0

50
0

10
00

15
00

20
00

24
25

26
27

28

被
害
児
童
数

(左
軸

)

被
害
児
童

児
童
買
春
、
児
童
ポ
ル
ノ
の
製
造
等

そ
の
助
長
行
為

児
童
の
性
に
着
目
し
た
営
業
に
よ
る
児
童
福
祉
法
違
反
等

閣
議
決
定
（
平
成

28
年
３
月
）

犯
罪
対
策
閣
僚
会
議
（
平
成

28
年
４
月
）

局
長
級
会
議
等
（
平
成

28
年
４
月
～
）

児
童
の
性
的
搾
取
等
の
撲
滅
に
向
け
た
国
民
意
識
の
向
上
及
び
国
民
運
動

の
展
開
並
び
に
国
際
社
会
と
の
連
携
の
強
化

児
童
が
性
的
搾
取
等
の
被
害
に
遭
う
こ
と
な
く
健
や
か
に
成
長
す
る
た
め

の
児
童
及
び
家
庭
の
支
援

児
童
の
性
的
搾
取
等
に
使
用
さ
れ
る
ツ
ー
ル
等
に
着
目
し
た
被
害
の
予

防
・
拡
大
防
止
対
策
の
推
進

４
．
被
害
児
童
の
迅
速
な
保
護
及
び
適
切
な
支
援
の
推
進

５
．
被
害
情
勢
に
即
し
た
取
締
り
の
強
化
と
加
害
者
の
更
生

児
童
が
性
的
搾
取
等
の
被
害
に
遭
わ
な
い
社
会
の
実
現
の
た
め
の
基
盤
の

強
化

６
本
の
柱
ご
と
に
、
合
計

88
の
施
策
を
掲
載
。

１
．

２
．

３
．

６
．

年
平
成

（
人
）

（
％
）

年
平
成

の
う
ち
サ
イ
ト
接
続
に
ス
マ
ホ

を
利
用
し
た
割
合
（
右
軸
）

子
供
の
性
被
害
に
係
る
対
策



現
状

ス
ト

ー
カ

ー
事

案
の

相
談

等
件

数

ス
ト
ー
カ
ー
事
案
へ
の
対
応

※
相

談
等

件
数

は
、

法
施

行
後

最
多

主
な

対
応

策
・

人
身

安
全

関
連

事
案

に
対

処
す

る
た

め
の

体
制

の
確

立
・

改
正

ス
ト

ー
カ

ー
規

制
法

の
効

果
的

な
運

用
・

他
機

関
に

お
け

る
対

応
の

促
進

○
重

大
事

案
に

急
展

開
す

る
お

そ
れ

○
検

挙
・

警
告

等
さ

れ
て

も
繰

り
返

す
、

大
胆

な
犯

行
○

都
道

府
県

警
察

の
負

担
増

平
成

3
0
年

度
の

取
組

内
容

ス
ト
ー
カ
ー
総
合
対
策
（
H

2
7
.３
ス
ト
ー
カ
ー
総
合
対
策
関
係
省
庁
会
議
、

H
2
9
.4
改
訂
）
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,
2
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0
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9
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,
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0
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 1
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,
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,
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1
4
,
8
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1
6
,
1
7
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1
4
,
6
1
8
 

1
9
,
9
2
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2
1
,
0
8
9
 

2
2
,
8
2
3
 

2
1
,
9
6
8
 

2
2
,
7
3
7
 2
3,
0
79
 

0

5,
00
0

10
,0
0
0

15
,0
0
0

20
,0
0
0

25
,0
0
0

H1
2

H1
3

H1
4

H1
5

H1
6

H1
7

H1
8

H1
9

H2
0

H2
1

H2
2

H2
3

H2
4

H2
5

H2
6

H2
7

H2
8

H2
9

１
被
害
者
等
か
ら
の
相
談
対
応

の
充
実

２
被
害
者
情
報
の
保
護
の
徹
底

３
被
害
者
等
の
適
切
な
避
難
等
に
係
る
支
援
の
推
進

４
調
査
研
究
、
広
報
啓
発
活
動
等
の
推
進

５
加
害
者
対
策
の
推
進

６
支
援
を
図
る
た
め
の
措
置

ス
ト
ー
カ
ー
予
防
の
た
め
の
教
育

知
育

・
徳
育
活
動

生
徒

対
象

啓
発

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
被
害
者
等
対
象
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
、
加
害

者
対

象
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
等

被
害
者
等
の
一
時
避
難
等
の
支
援

一
時

避
難

被
害

者
の

一
時

避
難

に
係
る
ホ
テ
ル
等
宿
泊
費
用

の
公

費
負

担

加
害
者
に
関
す
る
取
組
の

推
進

ス
ト
ー
カ
ー
事
案
の
加
害
者
に
関
す
る

地
域
精
神
科
医
療
等
と
の
連
携

ス
ト
ー
カ
ー
事

案
の

加
害

者
に
関

す
る
地

域
精

神
科

医
療

機
関

等
か

ら
の

ア
ド
バ

イ
ス

調
査

研
究

多
機

関
連
携
に
よ
る
ス
ト
ー
カ
ー
加
害
者
更
生
の
た

め
の

取
組
に
関
す
る
調
査
研
究

ス
ト
ー
カ
ー
事
案
に
対
応
す
る
体
制
の
整
備

シ
ス
テ
ム
の

検
索
機
能
高
度
化

ス
ト
ー
カ
ー
事
案
等
に
係
る
シ
ス
テ
ム
の
機
能
高
度

化

装
備

資
機
材
の
整
備

ス
ト
ー
カ
ー
被

害
者

へ
貸

与
す
る
カ
メ
ラ
シ
ス
テ
ム
の

整
備



性
犯

罪
捜

査
体

制
の

整
備

被
害
者
の
心
情
に
配
意
し
た
対
応


臨
床
心
理
士
等
の
専
門
家
に
よ
る
講
義
や
ロ
ー

ル
プ
レ
イ
方
式
の
導
入
に
よ
る
研
修
の
実
施


全
国
の
性
犯
罪
捜
査
担
当
者
を
集
め
た
会
議
に

お
い
て
、
被
害
者
へ
の
適
切
な
対
応
に
つ
い
て

指
示

女
性
警
察
官
の
配
置
促
進


性
犯
罪
被
害
者
に
関
わ
る
業
務
に
従
事
す
る
捜

査
員
と
し
て
、
女
性
警
察
官
を
指
定
す
る
な
ど

配
置
を
促
進

関
係
機
関
と
の
連
携


性
犯
罪
被
害
者
に
係
る
警
察
へ
の
届
出
が
促
進

さ
れ
る
よ
う
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
支
援
セ
ン
タ
ー

や
産
婦
人
科
医
会
等
と
連
携

適
切
な
証
拠
保
全


性
犯
罪
被
害
者
の
身
体
か
ら
証
拠
資
料
を
採
取

す
る
た
め
の
資
機
材
を
警
察
署
に
整
備


薬
物
使
用
の
疑
い
の
あ
る
場
合
は
、
被
害
者
の

同
意
を
得
た
上
で
採
尿
等
を
実
施



 

 

都道府県警察におけるカウンセリング費用

の公費負担制度の充実 
 

担当府省：警察庁長官官房給与厚生課犯罪被害者支援室 

 

第 ４ 次 男 女 共 同 参 画

基 本 計 画 に お け る 記

載箇所  

P64 第７分野  女性に対するあらゆる暴力の根絶  

   １ 女性に対する暴力の予防と根絶のための基盤づくり 

   イ（ア）① 

女 性 活 躍

加 速 の た

め の 重 点

方針 2017

との関連  

通し番号  107 

記載箇所  Ⅱ  女性の活躍を支える安全・安心な暮らしの実現 

２． 女性に対するあらゆる暴力の根絶 

 （１）性犯罪への対策の推進  ③ 

女 性 活 躍

加 速 の た

め の 重 点

方針 2016

との関連  

通し番号  82 

記載箇所  Ⅱ  女性の活躍を支える安全・安心な暮らしの実現 

２． 女性に対するあらゆる暴力の根絶 

(1) 性犯罪への対策の推進  ① 

女 性 活 躍

加 速 の た

め の 重 点

方針 2015

との関連  

通し番号  －  

 

記載箇所  －  

 

  

ヒアリング項目①：  



 

 

性犯罪被害相談電話の統一化 
 

担当府省：警察庁長官官房給与厚生課犯罪被害者支援室 

 

第 ４ 次 男 女 共 同 参 画

基 本 計 画 に お け る 記

載箇所  

P73 第７分野  女性に対するあらゆる暴力の根絶  

   ４ 性犯罪被害への対策の推進 

   ア （ウ）① 

女 性 活 躍

加 速 の た

め の 重 点

方針 2017

との関連  

通し番号  108 

記載箇所  Ⅱ  女性の活躍を支える安全・安心な暮らしの実現 

３． 女性に対するあらゆる暴力の根絶 

 （１）性犯罪への対策の推進  ③ 

女 性 活 躍

加 速 の た

め の 重 点

方針 2016

との関連  

通し番号  －  

記載箇所  －  

女 性 活 躍

加 速 の た

め の 重 点

方針 2015

との関連  

通し番号  －  

 

記載箇所  －  

 

 

  

ヒアリング項目②：  



 

 

「子供の性被害防止プラン」（児童の性的搾取

等に係る対策の基本計画）に基づく対策の推進 
 

担当府省：警察庁生活安全局少年課 

 

第 ４ 次 男 女 共 同 参 画

基 本 計 画 に お け る 記

載箇所  

P75 第７分野 

５  子供に対する性的な暴力の根絶に向けた対策の推進 

女 性 活 躍

加 速 の た

め の 重 点

方針 2017

との関連  

通し番号  111、 112 

記載箇所  P19 

Ⅱ  女性の活躍を支える安全・安心な暮らしの実現 

１ . 女性に対するあらゆる暴力の根絶   

（２）若年層を対象とした性的な暴力の根絶 ①   

女 性 活 躍

加 速 の た

め の 重 点

方針 2016

との関連  

通し番号  96～ 100 

記載箇所  P12  

Ⅱ  女性の活躍を支える安全・安心な暮らしの実現 

１ . 女性に対するあらゆる暴力の根絶   

（４）女性に対する暴力の予防と根絶のための基盤づくり ①  

 

女 性 活 躍

加 速 の た

め の 重 点

方針 2015

との関連  

通し番号  105、 106 

記載箇所  P16  

３ . 女性活躍のための環境整備 

（６）困難を抱えた女性が安心して暮らすための環境整備 ③  

 

 

 

 

  

ヒアリング項目③：  



 

 

ストーカー事案への対策の推進 
 

担当府省：警察庁生活安全局生活安全企画課 

 

第 ４ 次 男 女 共 同 参 画

基 本 計 画 に お け る 記

載箇所  

P71 第７分野  女性に対するあらゆる暴力の根絶 

３  ストーカー事案への対策の推進 

女 性 活 躍

加 速 の た

め の 重 点

方針 2017

との関連  

通し番号  124 

記載箇所  P19 

Ⅱ  女性の活躍を支える安全・安心な暮らしの実現 

１． 女性に対するあらゆる暴力の根絶 

（３）  ストーカー事案への対策の推進 

女 性 活 躍

加 速 の た

め の 重 点

方針 2016

との関連  

通し番号  86 

記載箇所  P11 

Ⅱ  女性の活躍を支える安全・安心な暮らしの実現 

１． 女性に対するあらゆる暴力の根絶 

（２）ストーカー事案への対策の推進  ① 

女 性 活 躍

加 速 の た

め の 重 点

方針 2015

との関連  

通し番号  97、 98、 99、102、103 

記載箇所  P16 

３  女性活躍のための環境整備 

（６）困難を抱えた女性が安心して暮らすための環境整備 ③ 

 

 

 

  

ヒアリング項目④：  



 

 

性犯罪捜査体制の整備 
 

担当府省：警察庁刑事局捜査第一課 

 

第 ４ 次 男 女 共 同 参 画

基 本 計 画 に お け る 記

載箇所  

第７分野 

４  性犯罪被害への対策の推進 

P.73 ア（イ）性犯罪捜査体制の整備・充実 ① 

（ウ）性犯罪の潜在化防止に向けた取組 ① 

P.74 イ（ウ）被害者の心情に配意した事情聴取等の推進  

①、② 

女 性 活 躍

加 速 の た

め の 重 点

方針 2017

との関連  

通し番号  109 

記載箇所  Ⅱ女性の活躍を支える安全・安心な暮らしの実現 

１ .女性に対するあらゆる暴力の根絶   

（１）性犯罪への対策の推進③ 

女 性 活 躍

加 速 の た

め の 重 点

方針 2016

との関連  

通し番号  81 

記載箇所  Ⅱ女性の活躍を支える安全・安心な暮らしの実現 

１． 女性に対するあらゆる暴力の根絶 

（１）性犯罪への対策の推進① 

女 性 活 躍

加 速 の た

め の 重 点

方針 2015

との関連  

通し番号  90、 91 

記載箇所  ３．女性活躍のための環境整備   

（６）困難を抱えた女性が安心して暮らすための環境整備③ 
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